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　この報告書は，南九州西回り自動車道鹿児島道路（伊集院ＩＣ

～市来ＩＣ間）の建設に伴って，平成９年度に実施した日置郡伊

集院町に所在する大田城跡発掘調査の記録です。

　調査によって，旧石器時代～縄文時代の遺構・遺物が発見され

ました。

　なかでも，岩本式土器から前平式土器への移行期に位置付けら

れる土器の出土は，南九州の縄文時代早期初頭から前葉の土器群

の文化変遷を考える上で貴重な資料となりました。

　この調査の成果が地域の歴史研究や埋蔵文化財の啓発普及の一

助になれば幸いです。

　最後になりましたが，調査にあたり御協力いただいた国土交通

省九州地方整備局鹿児島国道事務所ならびに発掘調査に従事され

た地域の方々に厚く御礼申し上げます。

　平成１７年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター　　

所　長　　木　原　俊　孝　　
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１　本報告書は，南九州西回り自動車道鹿児島道路建設（伊集院ＩＣ～市来ＩＣ間）に伴う大田城
跡の発掘調査報告書である。
２　本遺跡は，鹿児島県日置郡伊集院町大田字城山迫に所在する。
３　発掘調査は，国土交通省鹿児島国道事務所から鹿児島県教育委員会が受託し，鹿児島県立埋蔵
文化財センターが調査を実施した。
４　発掘調査事業は，確認調査を平成８年１２月２日～平成９年１月８日まで実施し，全面調査を平
成９年１２月１日～平成１０年３月１６日まで実施した。報告書作成事業は，整理期間を含めて平成
１５・１６年度に実施した。
５　遺物番号は通し番号とし，本文・挿図・図版の遺物番号は一致する。
６　挿図の縮尺は，各図面に示した。
７　本書で用いたレベル数値は，国土交通省鹿児島国道事務所が提示した工事計画図面に基づく。
８　発掘調査及び現場における図面の作成・写真の撮影は，発掘調査担当者が行った。
９　土器の実測や図面等のトレースは，当センターの整理作業員が行い，報告書作成担当者が監修
した。

１０　復元完形土器立面図・石器の実測・トレースの大部分を（株）九州文化財研究所に委託した。
１１　遺物出土状況図等のデジタルデータの作成・作図は，馬籠亮道，内村光伸が行った。
１２　遺物の写真撮影は，当センターにおいて鶴田靜彦，西園勝彦，吉岡康弘が行った。
１３　本書の執筆・編集は，旧石器時代を中原一成，縄文時代・その他を星野が行った。
１４　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する予定である。
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１　大田城跡の出土土器については，岩本式土器，前平式土器どちらの範疇で捉えるのか判断に苦
慮するところだが，これまでの各研究者の型式概念についての論考や研究史を踏まえて，Ⅰ類を
岩本式土器，Ⅱ類を前平式土器と呼称することとして分類した。
２　土器の実測に際しては，遺物との誤差を少なくするために傾き・厚み・形状等は特に注意を
払って行った。
３　石器については，出土層を基に時代区分を行い，器種や用途の違いにより分類した。
４　石斧の製作段階を示した模式図は，取り上げ遺物からによる判断で作成したものであり，必ず
しも他遺跡に共通するものではない。
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　建設省九州地方建設局（中央省庁再編により平成１３年１月より国土交通省九州地方整備局に改
称）は，鹿児島～市来間に南九州西回り自動車道鹿児島道路の建設を計画し，事業区内の埋蔵文化
財の有無について鹿児島県教育庁文化課（組織改革により平成８年度より文化財課に改称）に照会
した。この計画に伴い，文化課が平成３年６月に伊集院ＩＣと市来ＩＣ間の埋蔵文化財の分布調査
を実施したところ，当事業区内には，２７か所の遺物散布地及び確認調査の必要な地点が所在するこ
とが判明した。
　事業区間内の埋蔵文化財の取り扱いについては，建設省鹿児島国道工事事務所と文化課の協議に
基づき，鹿児島国道工事事務所と鹿児島県知事との間で委託契約が結ばれ，埋蔵文化財の確認調
査・本調査が実施されることになった。
　これを受けて，平成８年度から平成１２年度にかけて，毎年度，計画的かつ継続的に各遺跡の確認
調査及び本調査を実施し，埋蔵文化財の記録保存を図ることになった。発掘調査は鹿児島県立埋蔵
文化財センターが実施した。
　なお，事業区間内の遺跡の概要については，以下の通りである。なお，確認調査等によって遺跡
でないと判明した１１か所は，除いてある。

��������	

１　一ノ谷……伊集院町下谷口字一ノ谷の飯牟礼台地から西側へ延びた標高９０～９５ｍの丘稜端部に
位置し，調査面積は１，２５０�である。中世～近世の古道・五輪塔及び染付や近世～近
代にかけての掘立柱建物跡・溝状遺構・土坑・ピットが青磁・染付・土師器・薩摩焼
などと一緒に発見された。

２　永迫平……伊集院町下谷口字下永迫の恋之原台地から延びた支脈が盆地状の水田地帯に落ちる
直前の標高約１５０ｍ程の小台地上に立地している。調査面積は１４，０００�で旧石器時代
ナイフ形石器文化の２か所のブロックと細石刃文化期の細石刃が出土し，縄文時代早
期前半の前平式期には９軒の住居跡を始め，３基の連穴土坑と９基の集石，多数の土
坑を検出。その他，古墳時代から近世にかけての遺物も出土している。

３　下永迫Ａ…伊集院町下谷口字下永迫の標高８５～１１０ｍのやせ尾根に挟まれた谷間に立地する。
調査面積は２，６００�で，縄文時代後期の指宿式土器と石鏃，古墳時代の成川式土器，
古代～中世では土坑・集石が検出され，青磁・白磁が出土した。

４　柳原………伊集院町下谷口の標高約９０～１００ｍの山間の谷間，傾斜地及び周辺のやや小高いテ
ラス状の尾根部に立地する。調査面積は６，０００�である。縄文時代早期の集石４基や
後期の石匙，石鏃，古代の土坑，焼土跡と共に土師器・須恵器が発見された。

５　上山路山…伊集院町大田字上山路山の標高約１３０ｍのシラス台地上に位置する。舌状台地の端
部にあたり，平坦面から続く緩やかな斜面と，谷頭を含んだかなり急な斜面とからな
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る。調査面積は６，０００�である。旧石器時代細石刃文化の遺物と縄文時代（早期・後
期），弥生～古墳時代の遺物が発見された。主になるのは縄文時代早期で，遺構は道
跡や集石，遺物は岩本式・前平式・吉田式土器等が出土した。

６　����…伊集院町大田字城山迫の標高約１２０ｍの台地上に所在する。調査面積は４，０００�であ
る。中世山城の可能性を指摘された遺跡であったが，山城の存在を示す遺構は検出さ
れなかった。旧石器時代の遺物と縄文時代早期の集石，土坑等の遺構と岩本式・前平
式土器等の遺物が発見された。������

７　堂平窯跡…東市来町美山の標高約８５～９２ｍの傾斜面にある江戸時代の薩摩焼の窯跡である。調
査面積は３，５００�で，窯，作業場，物原が発見された。窯は長さ約３０ｍ，幅１．２ｍ，傾
斜角１７°の半円筒形をした単室傾斜窯である。陶器（甕・壺・徳利・土瓶・こね鉢・
摺鉢・動物形土製品），瓦（軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦・平瓦・のし瓦）や窯道具が多量
に出土した。

８　池之頭……東市来町美山字池之頭にあり，美山池北西部の標高約８０～１００ｍのシラス台地の尾
根状部分に立地し，調査面積は７，５００�である。旧石器時代のナイフ・台形石器・ス
クレイパー・細石刃核・細石刃，縄文時代早期の集石８基・前平式・吉田式・石坂式
土器や中期の春日式・並木式・阿高式土器，晩期の入佐式や黒川式土器が出土した。
また古墳時代の成川式土器（甕・壺・高坏等）が多く発見された。

９　雪山………東市来町美山字雪山の標高約９５ｍの台地東端に立地する。調査面積は２，７００�で，
旧石器時代の細石刃核・細石刃，縄文時代の集石２基と前平式・春日式土器・石鏃・
石皿・磨石，古墳時代の成川式土器が出土したが，主体は近世～近代の薩摩焼の遺
構・遺物で，炉跡・物原？・土坑等が薩摩焼（茶家・土瓶・擂鉢・瓶・碗），染付
（碗・皿）や窯道具と一緒に発見された。

１０　猿引………東市来町長里字猿引の標高約１１０～１１５ｍの尾根状の台地に立地する。調査面積は
８００�で，旧石器時代ナイフ形石器文化の礫群１基と三稜尖頭器・ナイフ・台形石
器・敲石や細石刃文化の細石刃核・細石刃と縄文時代前期の曽畑式土器・黒曜石片が
出土した。

１１　犬ヶ原……東市来町伊作田字犬ヶ原の標高約６６ｍの独立丘陵のシラス台地に立地する。調査面
積は，２，０００�で，旧石器時代の細石刃核・細石刃，縄文時代の浅鉢・深鉢・石斧・
石皿・石鏃・石匙，古墳時代の成川式土器（甕・壺・鉢）等が出土したが，主になる
のは平安時代で，掘立柱建物跡（４間×４間・総柱）が製鉄に関する遺物（鞴羽口・
鉄滓・鉄製品）・土師器・須恵器と共に多く発見された。

１２　向栫城跡…東市来町伊作田の標高約５０ｍの独立台地上に所在する。調査面積は１４，０００�である。
旧石器時代ナイフ形石器文化の剥片尖頭器・ナイフ，縄文時代草創期の隆帯文土器が
多量の石鏃と一緒に見つかった。また，古墳時代の竪穴住居跡や中世～近世にかけて
の空堀・帯曲輪・堀切・竪穴状遺構・堀立柱建物跡・炉跡などが発見され，中世山城
の遺構が検出された。

１３　堂園平……東市来町伊作田の遠見番山から下る斜面の裾部にあり，標高約５０ｍの平坦地に立地
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する。調査面積は２，０００�で，旧石器時代のナイフ形石器文化の礫群９基と剥片尖頭
器・ナイフ・台形石器と細石刃文化の細石刃核・細石刃，縄文時代の集石４基・吉田
式・塞ノ神式土器や轟式土器等が発見されている。また，古代の土師器・須恵器等も
出土している。

１４　今里………東市来町伊作田字今里の標高約６５ｍの台地端の傾斜地に所在する。調査面積は
１４，０００�で，旧石器時代ナイフ形石器文化の礫群，剥片尖頭器・ナイフ・台形石器や
細石刃文化の細石刃核・細石刃・調整剥片が出土し，縄文時代の集石や前平式・深浦
式・出水式・黒川式土器や石匙などの石器，古墳時代の成川式土器が発見された。

１５　市ノ原……市来町大里字上ノ原前から東市来町湯田字市ノ原に至る標高約５０ｍ台地西側に所在
する。調査面積は６２，０００�である。遺跡は第１地点から第５地点まであり，旧石器時
代ナイフ形石器文化，細石刃文化，縄文時代（早期～晩期），弥生時代の住居跡・壺
棺，古墳時代の住居跡，古代～中世，近世の街道跡など多時期に渡り，多種多様な遺
構・遺物が発見された。

１６　上ノ原……市来町大里の東シナ海を望む標高４０ｍの台地上に立地し，三方は急峻な傾斜面と
なっている。調査面積は２，０００�で縄文時代の集石３基，土坑が検出され，塞ノ神式，
轟式土器と石斧・石鏃・石匙などが出土した。古墳時代では竪穴式住居跡１基と土
坑・成川式土器が，古代～中世は土師器・須恵器・青磁・滑石製石鍋が発見された。

※　刊行報告書

　「一ノ谷遺跡」　　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（３１）　２００１．３

　「池之頭遺跡」　　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（３２）　２００２．３

　「今里遺跡」　　　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（３３）　２００２．９

　「市ノ原遺跡（第１地点）」　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（４９）　２００３．３

　「犬ヶ原遺跡」　　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（５０）　２００３．３

　「雪山遺跡・猿引遺跡」　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（５３）　２００３．３

　「上ノ原遺跡」　　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（６２）　２００３．３

　「下永迫Ａ遺跡」　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（７２）　２００４．２

　「永迫平遺跡」　　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（９３）　２００５．３

　「柳原遺跡」　　　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（９４）　２００５．３

　「大田城跡」　　　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（９５）　２００５．３
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　平成３年６月に伊集院ＩＣと市来ＩＣ間の分布調査が行われ，伊集院町字城山迫で遺物の散布が
確認された。これを受けて，国土交通省九州地方整備局と鹿児島県教育庁文化財課は，埋蔵文化財
の保護と事業の調整を図るための協議を行い，事業着手前に埋蔵文化財確認調査（以下確認調査）
を実施することになった。確認調査は，平成８年１２月から平成９年１月まで実施し，旧石器時代・
縄文時代の遺物包含層が確認され，遺跡の範囲や性格等を把握した。
　県教育庁文化財課と県立埋蔵文化財センターは，確認調査の結果を踏まえ，国土交通省九州地方
整備局と協議を行い，平成９年１２月１日から平成１０年３月１６日まで県立埋蔵文化財センターが主体
となり，本調査を実施した。発掘調査面積は４，０００�である。
　整理・報告書作成業務に伴う作業については，発掘調査時においても遺物の水洗・注記・図面整
理等の作業を並行して行っていたが，本格的な作業は県立埋蔵文化財センターにて平成１５・１６年度
に実施し，平成１７年３月に報告書を刊行して大田城跡の調査の全てを終了することになった。
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事業主体　　　　　　　　建設省鹿児島国道工事事務所
調査主体　　　　　　　　鹿児島県教育委員会
企画・調整　　　　　　　鹿児島県教育庁文化財課
調査責任者　　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　所　　　　　長　　　吉元　正幸
調査企画担当者　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　次　　　　　長　　　尾�　　進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任文化財主事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼　　調査課長　　　戸�　勝洋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査課長　補佐　　　新東　晃一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任文化財主事　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼第三調査係長　　　池畑　耕一
発掘調査担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化財　研究員　　　三垣　恵一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化財　研究員　　　桑波田武志
調査事務担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　　　　　査　　　成尾　雅明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　　　　　事　　　前屋敷裕徳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　　　　　事　　　追立ひとみ
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事業主体　　　　　　　　建設省鹿児島国道工事事務所
調査主体　　　　　　　　鹿児島県教育委員会
企画・調整　　　　　　　鹿児島県教育庁文化財課
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調査責任者　　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　所　　　　　長　　　吉元　正幸
調査企画担当者　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　次　　　　　長　　　尾�　　進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任文化財主事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼　　調査課長　　　戸�　勝洋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査課長　補佐　　　新東　晃一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任文化財主事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼第三調査係長　　　池畑　耕一
発掘調査担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 主 事　　　湯之前　尚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化財　研究員　　　橋口　勝嗣
調査事務担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　　　　　査　　　前屋敷裕徳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　　　　　査　　　政倉　孝弘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　　　　　事　　　追立ひとみ
発掘調査指導　　　　　　鹿児島大学法文学部　　　　　　　　教　　　　　授　　　森脇　　広
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事業主体　　　　　　　　国土交通省九州地方整備局鹿児島国道事務所
整理作業主体　　　　　　鹿児島県教育委員会
企画・調整　　　　　　　鹿児島県教育庁文化財課
整理作業責任者　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　所　　　　　長　　　木原　俊孝
整理作業企画担当者　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　次　　　　　長　　　田中　文雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　務　係　長　　　平野　浩二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　課　長　　　新東　晃一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査課長　補佐　　　立神　次郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任文化財主事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼第三調査係長　　　牛ノ�　修
整理作業担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 主 事　　　中原　一成
整理作業事務担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　　　　　査　　　脇田　清幸
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事業主体　　　　　　　　国土交通省九州地方整備局鹿児島国道事務所
整理作業主体　　　　　　鹿児島県教育委員会
企画・調整　　　　　　　鹿児島県教育庁文化財課
整理作業責任者　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　所　　　　　長　　　木原　俊孝
整理作業企画担当者　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　次　　　　　長　　　賞雅　　彰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　務　係　長　　　平野　浩二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　課　長　　　新東　晃一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査課長　補佐　　　立神　次郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任文化財主事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼第三調査係長　　　牛ノ�　修
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整理作業担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 主 事　　　星野　一彦
整理作業事務担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　　　　　査　　　脇田　清幸
報告書作成検討委員　　　平成１６年１２月２７日　　　　　　　　　所長ほか１１名
報告書作成指導委員　　　平成１６年１２月２０日　　　　　　　　　調査課長ほか４名
企画担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮田　栄二・寺原　徹

��������	

����

　平成８年１２月２日から翌年１月８日まで実施した。確認トレンチを７か所に設定し，人力による
掘り下げを行い，溝状遺構やピット等を検出し実測した。また，出土遺物についても平板実測，取
り上げを行った。調査の結果，トレンチ内からは，旧石器時代の三稜尖頭器や縄文時代早期の岩本
式や前平式の土器片，磨・敲石等が約４４０点出土した。
���

　平成９年１２月１日（月）～１２月５日（金）
　本調査開始。
　発掘現場及び周辺の竹林・枯木・雑草等を除去，環境整備を行う。
　重機による表土の剥ぎ取りを行う。竹や木の根が茂り広がり，Ⅱ層欠如。
　平成９年１２月８日（月）～１２月１２日（金）
　精査の結果，下層確認のトレンチ２本を設定。トレンチ内のⅢ・Ⅳ層掘り下げる。条痕文土器片，
石鏃等が出土。遺物取り上げ作業。Ｇ－５区遺構検出。
　平成９年１２月１５日（月）～１２月１９日（金）
　Ｆ・Ｇ・Ｈ－８区トレンチのⅣ層掘り下げる。石核や黒曜石剥片出土。遺物取り上げ後，Ⅵ・Ⅶ
層掘り下げる。Ⅷａ・Ⅷｂ層から遺物出土。遺物取り上げ作業。
　Ｇ－６区トレンチのⅤ・Ⅵ層掘り下げる。黒曜石剥片出土。遺物取り上げ後，Ⅵ層掘り下げる。
Ⅶ・Ⅷ層遺物なし。
　Ｇ－７区Ⅲ・Ⅳ層掘り下げる。遺物出土状況図作成は，トータルステーションで行う。Ⅴ層上面
精査，コンター図作成，遺物出土状況図作成。
　Ｇ－８・９区表土直下精査。土坑を掘り下げる。Ｆ－８・９区表土剥ぎ。
　平成９年１２月２２日（月）
　雨天のため土器水洗作業を行う。
　平成１０年１月６日（火）～１月９日（金）
　Ｇ－８区トレンチⅧａ・Ⅷｂ層掘り下げる。Ｇ－６・７区Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ層掘り下げる。Ｇ－８区
Ⅶ・Ⅷａ層掘り下げる。Ｅ－８・９区トレンチ表土剥ぎ。Ⅲ層掘り下げる。Ｆ・Ｇ・Ｈ－７区遺構検
出作業，写真撮影。Ｆ・Ｇ・Ｈ－８区トレンチ東側土層断面写真撮影・実測。Ｆ－８・９区Ⅲ・Ⅳ層
掘り下げる。
　平成１０年１月１２日（月）～１月１６日（金）
　Ｇ－６区土坑検出，掘り下げ，写真撮影・実測。Ｆ－８・９区Ⅲ・Ⅳ層掘り下げる。遺物少量。
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　Ｇ－６・７区Ⅶ層上面コンター図作成，５ｍメッシュ設定，Ⅶ層掘り下げる。Ｇ－５区Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ
層掘り下げる。遺物なし。
　平成１０年１月１９日（月）～１月２３日（金）
　Ｇ－６・７・８区Ⅷ層掘り下げる。Ｇ－７区は傾斜に沿って遺物出土，遺物取り上げ作業，完掘状
況写真撮影，Ⅷｃ上面コンター図作成。Ｆ－８・９区Ⅳ層遺物出土状況写真撮影・遺物取り上げ作
業，Ⅵ層まで掘り下げる。Ｆ－６・７区Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ層まで掘り下げる。Ｇ・Ｈ－８区Ⅶ・Ⅷ層遺物出
土状況図作成，遺物取り上げ作業。Ｇ－６トレンチ完掘状況・南側土層断面写真撮影・実測。Ｇ－５
区Ⅶａ層コンター図作成，Ⅷ層掘り下げる。Ｆ－８区集石検出作業。
　平成１０年１月２６日（月）～１月３０日（金）
　Ｆ－６・７・８・９区Ⅲ～Ⅶ層掘り下げる。Ｆ－８・９区地層横転多数。Ｆ－６区Ⅳ層土器片が集
中して出土する。写真撮影・実測。Ⅶ層上面コンター図作成。２ｍメッシュ設定。Ｆ－８区Ⅳ層集
石写真撮影・実測。
　平成１０年２月３日（火）～２月６日（金）
　Ｆ－５・６・７区Ⅶ層以下２ｍメッシュ部分掘り下げる。黒曜石剥片・チップ出土。Ⅶ層上面コ
ンター図作成。Ｆ－８・９・１０区Ⅳ～Ⅶ層上面掘り下げる。Ⅶ層上面コンター図作成。Ｆ－８区西側
土層断面写真撮影・実測。Ｆ－６・７区トレンチⅧｂ層まで掘り下げる。
　平成１０年２月９日（月）～２月１３日（金）
　Ｆ－７・８・９区Ⅶ層以下２ｍメッシュ部分掘り下げる。Ｆ－７・８区ブロック状出土状況写真撮
影・実測・遺物取り上げ作業。Ｆ－８区西側土層断面実測。Ｆ－６・７区トレンチ北側土層断面写真
撮影・実測。Ｆ－８・９・１０区トレンチⅦ層以下掘り下げる。遺物出土地点拡張する。Ｆ－８・９・
１０区北側土層断面写真撮影・実測。Ｅ－５・６・７区Ⅳ層以下掘り下げる。Ｄ－９区Ⅳ層掘り下げる。
土器片が集中して出土する。
　平成１０年２月１６日（月）～２月２０日（金）
　Ｄ－８・９区Ⅳ層以下掘り下げる。堆積状況不安定。集石検出・写真撮影・実測。Ｄ－８区トレン
チ２本設定。遺物少量。Ｅ－８・９・１０区Ⅳ層以下掘り下げる。Ｄ・Ｅ－８区トレンチⅣ～Ⅷ層南北
方向に掘り下げる。堆積状況不安定。Ｆ－７・８区ブロック状出土状況実測・遺物取り上げ作業。
Ｆ区調査終了。
　平成１０年２月２３日（月）～２月２７日（金）
　Ｄ・Ｅ－７・８・９区Ⅳ層以下掘り下げる。土器片，礫多数出土する。遺物出土状況写真撮影・
実測・取り上げ作業。Ｄ・Ｅ・Ｆ－８区トレンチⅧ層まで掘り下げる。
　平成１０年３月３日（火）～３月６日（金）
　Ｄ－８区集石実測。Ｄ・Ｅ－７・８・９区Ⅳ層以下掘り下げる。Ｄ・Ｅ－８区西側土層断面写真撮
影・実測。Ｅ－６・７区土器片，剥片，磨石，石斧等出土。遺物取り上げ作業。Ｅ－８・９区Ⅶ層上
面コンター図作成。任意のトレンチ設定。
　平成１０年３月９日（月）～３月１３日（金）
　Ｅ－８・９区任意トレンチ掘り下げる。遺物取り上げ作業。Ⅶ層上面コンター図作成。完掘状況
写真撮影。Ｄ・Ｅ－６・７区Ⅶ層上面まで掘り下げる。石斧・剥片出土。遺物取り上げ作業。
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　平成１０年３月１６日（月）
　Ｅ－８・９区任意トレンチⅧｂ層まで掘り下げる。Ｅ－６・７区Ⅶ層上面コンター図作成。全ての
調査を終了する。
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　遺物の総数が３，１３４点で，その中で石器が９０９点である。その中では，旧石器時代の遺物をはじめ
縄文時代までの遺物が出土しているため，まずは，石器の分類・選別を中心として整理作業を行っ
た。石器実測の一部を業者に委託するなど作業の効率化も図った。その他，土器接合や遺構図面の
整理を行った。作業内容は，以下のとおりである。
４月・５月　　　　実測図面等確認，遺物注記，遺物接合，遺物選別
６月・７月　　　　遺物選別，石器分類，石器実測
８月・９月・１０月　石器実測，遺構図作成等
１１月・１２月　　　　石器仮レイアウト，遺構図作成等
１月・２月　　　　土器接合，石器観察表作成
３月　　　　　　　土器接合
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　１５年度は，石器を中心として整理作業を進め，１６年度は報告書刊行年度になるため土器について
も石器と同様に分類・選別・実測等を行った。遺構図面の作成等も行った。作業内容は，以下のと
おりである。
４月・５月　　　　実測図面等確認，注記（一部），遺物接合，遺物選別，遺構図修正，文章作成

等
６月・７月・８月　土器接合，土器拓本，土器実測，周辺地形図等作成，トレース，文章作成等
９月・１０月　　　　土器トレース，土器仮レイアウト，遺構仮レイアウト，文章作成等
１１月・１２月　　　　遺物写真撮影，観察表作成，遺物出土状況図作成，遺構・遺物本レイアウト，

文章作成及び修正，印刷のための起案
１月　　　　　　　入札
　　　　　　　　　遺物・図面整理
２月　　　　　　　文章校正，遺物・図面整理及び収納
３月　　　　　　　文章校正，遺物・図面収納
　　　　　　　　　納品
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　大田城跡は，鹿児島県日置郡伊集院町大田字城山迫に所在する。町の西部，標高約１２３ｍの台地
端の緩傾斜地に位置する。伊集院町市街地から現在でも薩摩焼の窯元があることで有名な東市来町
美山へ至る県道２４号線の途中，大田下集落バス停から南の方向へ約８００ｍの地点に位置する。
　大田城跡の所在する伊集院町は，薩摩半島のほぼ中央部に位置し，東は鹿児島市，西は日吉町・
東市来町，南は松元町，北は東市来町・郡山町に接している。藩政時代には，主要道路として参勤
交代にも利用された道（九州街道）が通るなど，地理的な位置から古くから日置郡の中心地として
栄えてきた。昭和５０年代からは，大型団地の分譲や住宅建設が増え，道路整備も進むと豊かな自然
や良好な教育環境を求めて県都鹿児島市のベットタウンとして人口が増加してきた。また，教育の
町づくりをモットーに，子どもたちの教育にも力をいれている町である。鹿児島の三大行事のひと
つである「妙円寺詣り」は，平成５年より１０月の第４日曜日に実施し，多くの子どもたちが参加し
ている。
　伊集院町の地形は，北部に重平山（５２３．１ｍ）など旧期火山岩山地が連なり，東市来町及び郡山
町と町界をなしている。南西部には，矢筈岳（３０２．９ｍ）や諸正岳（３０１．４ｍ）があり，日吉町と町
界をなしている。これらの山地を除くと町の大部分は，海抜１５０ｍ前後の火山灰台地である。平地
は，この火山灰台地が東シナ海まで注いでいる２級河川の神之川とその支流などの影響で作られた
狭い谷底平地となっている。台地と谷底平地との境は崖地となっているところが多く，湧水地点も
ある。つまり，海に面しない，やや内陸的気候の特徴をもつ，小規模な盆地状地形となっている。
　伊集院町の基盤地質は，北部の重平山と町の中心部から南西には輝石安山岩が分布している。本
遺跡を含め矢筈岳や諸正岳など町の西部の山地は，中生代の四万十層群に属する砂岩・頁岩・礫岩
等の互層が分布し，一部ホルンフェルス化している部分もある。河川流域には，小規模な沖積層が
分布している。それ以外の地域は，県本土を広く被っている約２４，０００年前に姶良カルデラから噴
出した入戸火砕流堆積物（シラス）の台地である。
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〔論文・研究史・その他〕

鹿児島県伊集院町１９７６『伊集院郷土誌第一部』

伊集院町誌編さん委員会２００２『伊集院町誌』

早坂祥三監修・鹿児島県地学会編１９９１『鹿児島県地学のガイド（上・下）』

大木公彦２００２「鹿児島湾と琉球列島北部海域における後氷期の環境変遷」『第四紀研究』

角川日本地名大辞典編纂委員会１９８３『角川日本地名大辞典（４６）鹿児島県』

下中　弘１９９８『鹿児島県の地名』

鹿児島地学調査研究会編纂　１９６７『鹿児島県地質図』
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鹿児島地学調査研究会編纂を編図
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　伊集院町の考古学的発掘調査の歴史は新しく，昭和６２年に大田地区（通称：城山）で，一宇治城
跡の部分的発掘調査が行われたのが，始まりである。翌年に刊行された発掘調査報告書の遺跡地名
表には，町内の４９か所の遺跡が紹介されているが，ほとんどが寺院・墓地等に伴う石塔が中心であ
る。以前から集落の畑や神社の裏山から縄文・弥生時代の土器片や石器が断片的に採集されるだけ
の状況であった。
　しかし，平成８年に始まった南九州西回り自動車道鹿児島道路（伊集院ＩＣ～市来ＩＣ間）の建
設や九州新幹線鹿児島ルート（新八代～鹿児島中央間）の建設に伴う考古学的発掘調査が行われた
ことにより，約２万数千年前の遺構・遺物が発見されるなど伊集院町の歴史が旧石器時代ナイフ形
石器文化期まで遡ることとなった。
　そこで，周辺遺跡と併せて伊集院町の主な遺跡を時代順に若干紹介することにする。
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　伊集院町周辺の地形は，地層や岩盤の堆積状況，海水準の変動等を考慮すると，現在の地形に近
い姿となっていたと推定できる。湧水地もあり，早くから人が生きていくことができる要因が揃う。
　伊集院町では，ナイフ形石器や剥片尖頭器などナイフ形石器文化期の遺物が出土した永迫平遺跡
（下谷口）がある。旧石器時代の終焉となる細石刃文化期には隣接する松元町仁田尾に広い範囲で
遺物が分布する九州最大級の遺跡が存在するが，伊集院町でも瀬戸頭Ａ・Ｂ遺跡（竹之山）や竹之
山Ｂ遺跡などの遺跡で同時期の石器が出土し，竹之山Ｂ遺跡では落とし穴も確認されている。
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　瀬戸頭遺跡では，草創期の土器片が出土する。大田城跡で主体となる時期の縄文時代早期では，
気候が温暖化してきたと考えられ，永迫平遺跡で竪穴住居跡９基，連穴土坑３基，集石遺構１２基，
道跡３条などが発見され，縄文時代早期前葉の定住集落の存在が確認された。これと同じ時期の集
落として上山路山遺跡（大田）でも道跡や集石遺構が発見されている。さらに，これらの集落より
一段階古い時期とされ，日本でも最古級の縄文時代早期初頭の赤色顔料土器が出土した稲荷原遺跡
（恋之原）や上山路山遺跡がある。いずれも，伊集院町の歴史の古さを窺わせるものばかりである。
　早期後半以降，遺跡数は少なくなる。後期の上ノ平遺跡（下神殿）では，竪穴住居跡が５基発見
され，当時の人々が同じ地に何度も回帰していたことを示すものとなった。
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　南九州は，姶良カルデラから噴出した入戸火砕流堆積物（シラス）の台地などが多く，稲作に適
した地域が少なかった為に稲作の生産性が低かったと考えられている。その為，北部九州ほど弥生
文化は発達していない。また，これまでの発掘調査対象地域も台地や丘陵地が多いせいか，弥生時
代・古墳時代の遺跡数は少ない。伊集院町周辺では，東市来町から市来町にかけて位置する市ノ原
遺跡（市来町大里）で，弥生時代の埋設壺４基が確認されたほか，弥生時代前期の突帯文系土器，
中期の北九州系とも考えられる土器などが出土した。古墳時代の土器である成川式土器の出土遺跡
は，これまでも県内で報告されているものの伊集院町郡に所在する石坂遺跡（町報１２）では，竪穴
住居跡と思われる遺構を検出し，遺構中心部内からは完形に近い成川式土器も出土した。
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　伊集院町の町名の由来は，古代に租税の物品を収納し，管理する倉庫（＝院）が置かれたことに
はじまると考えられている。その後，中世から近世にかけては，幾度かの争いにより薩摩藩主島津
氏の拠点の一つとして位置付けられている。その為か，町の歴史も中世以降の文献史学の研究が中
心となっていたが考古学的発掘調査によって，さらに当時の生活を知る手懸かりとなった。西原遺
跡（郡）・石坂遺跡（郡：県埋セ報５８）や下永迫Ａ遺跡（下谷口）では，古代の焼土・掘立柱建物
跡を検出，越州窯青磁椀や赤色土器・墨書土器等が多数出土した。古代末から中世初期に作成され
た建久図田帳には当遺跡が所在する大田という地名が出てくる。山ノ脇遺跡（郡）では，中世の伊
集院町周辺一帯を治めていた在地豪族が暮らしていた居館群が発見され，当時の豪族の権力の一端
を示すものとなった。勢力争いが激化してくる，この頃になると各地で多数の山城が造られるよう
になるが，伊集院町では一宇治城跡（大田）などがある。この山城は，島津貴久がフランシスコ・
ザビエルと会談した城として知られ，大きく４つの郭群からなり，多くの曲輪が造られ曲輪間には
多数の空堀が掘られていた。現在は，史跡公園として整備されている。
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〔報告書〕

伊集院町教育委員会１９８８『一宇治城跡』伊集院町埋蔵文化財発掘調査報告書（１）

伊集院町教育委員会２０００『石坂遺跡』伊集院町埋蔵文化財発掘調査報告書（１２）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００１『竹ノ山Ａ・Ｂ遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（２９）　

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００３『市ノ原遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（４９）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００３『犬ヶ原遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（５０）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００３『雪山・猿引遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（５３）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００３『山ノ脇・石坂・西原遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（５８）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００４『上ノ平遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（７０）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００４『下永迫Ａ遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（７２）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００４『宮尾遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（７３）
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文献等遺物等時代地形所在地遺跡名等番
号

②
剥片尖頭器
前平式土器
陶磁器類・窯道具

旧石器
縄文
近世～近代

台地東市来町美山字雪山雪山１

（町指）昭和５７．２．２０陶器近世丘陵東市来町美山５００・４９８－２五本松窯２

③
細石刃
縄文土器
成川式土器

旧石器
縄文
古墳

台地東市来町美山字池之頭池之頭３

平成３年北薩・伊佐分
布調査

土器・土師器
陶器

古墳
近世

丘陵東市来町美山池之平ほか池之平４

（町指）昭和５７．２．２０陶器近世（後）丘陵東市来町美山９７３・９７４御定式窯５

（町指）昭和５７．２．２０陶器・白磁近世（後）丘陵東市来町美山９７５南京皿山窯６

平成３年北薩・伊佐分
布調査

土師器
陶器・磁器

中世
近世

段丘東市来町美山上水溜ほか水溜７

平成３年北薩・伊佐分
布調査

土器
土師器
陶器

弥生
古墳・中世
近世

丘陵東市来町宮田原ほか原８

平成３年北薩・伊佐分
布調査

土器
土師器
陶器

弥生
古墳
近世

丘陵東市来町美山馬通ほか馬通９

昭和６１年分布調査土器片古墳河岸段丘東市来町宮田字中宮田中宮田１０

平成３年北薩・伊佐分
布調査

土器
土師器
陶器

古墳
中世
近世

段丘東市来町養母伊勢後伊勢後１１

④　小野小太郎家綱の
時よりの城，別称「日
置城」「山田城」

飛来大権現（板碑）文治年間山麓緩斜面日吉町日置城の下松尾城跡１２

（町指）昭和５２．８．１２仁王像２基・供養申塔山麓緩斜面日吉町日置城の下桂山寺跡１３

昭和６２年分布調査土師器・須恵器奈良～平安低地日吉町日吉字鎮守前鎮守前１４

④　永禄１０年（１５６７年）
２月開墓

寺の門前にあった仁王
像（板碑）

近世
（元禄１０）

低地日吉町日置中牟礼安養院跡１５

（町指）昭和４４．３．１１
磁石・宝篋印塔・石の階
段・寺院跡墓地

台地日吉町日置古里東大乗寺跡１６

①五輪塔・宝塔低地伊集院町飯牟礼熊野神社境内１７

①伊集院町道祖瀬戸１８
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文献等遺物等時代地形所在地遺跡名等番
号

①伊集院町狩待迫１９

①
縄文
古墳

伊集院町上山路山２０

①伊集院町木場田２１

①伊集院町敷田尾２２

本報告書
三稜尖頭器
岩本式土器・前平式土
器・石斧

旧石器
縄文（早）

丘陵伊集院町大田城山迫大田城跡２３

①五輪塔・宝塔外中世・近世低地伊集院町大田中報恩寺跡２４

①五輪塔・無縫塔中世・近世台地伊集院町大田上大知跡２５

⑤　別称「鉄丸山」
　「伊集院城跡」

中世
（鎌倉初期）

丘陵伊集院町大田一宇治城跡２６

①　別称「小城」中世山地伊集院町小城大内山城跡２７

①貝殻条痕文・弥生土器
台地
（海岸段丘）

伊集院町寺脇楠牟礼寺脇２８

（町指）昭和４０．１０．１２伊集院忠国夫婦の墓中世小丘伊集院町寺脇甫ノ内６６３円福寺墓地群２９

����

①　鹿児島県埋蔵文化財情報データベース　　　　　２００４年　「市町村別遺跡一覧」

②　鹿児島県立埋蔵文化財センター報告書（５３）　　２００３年　「雪山・猿引遺跡」

③　鹿児島県立埋蔵文化財センター報告書（３２）　　２００２年　「池之頭遺跡」

④　日吉町郷土誌編さん委員会　　　　　　　　　　１９８２年　「日吉町郷土誌　上巻」

⑤　伊集院町埋蔵文化財発掘調査報告書（１）～（６）１９８８年～１９９３年　「一宇治城跡」
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　平成３年度に実施した分布調査やその後に行われた国と県の協議の結果に基づき確認調査は，平
成８年１２月２日から２５日まで，年が明けて平成９年１月７日から８日までの実働１７日間行った。
　地形を勘案しながら２ｍ×３ｍを基本とするトレンチを７か所に設定し，層位的に人力で掘り下
げを行った。
　地元の研究者等により中世の山城跡の可能性を指摘された遺跡であった為，山城跡を想定して調
査に入ったが，Ⅱ層から近世の寛永通宝が１点出土しただけで，本丸や堀の跡と推定される部分か
らは山城跡に関連する中世の遺構・遺物等は，全く発見されなかった。
　しかし，Ⅶ・Ⅷ層から旧石器時代のものと思われる黒曜石の剥片が数点出土した。
　また，Ⅳ層からは，縄文時代早期の岩本式土器をはじめ前平式土器，打製石斧，磨石，剥片，
チップ類が出土した。
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　確認調査の結果を踏まえ，国と県は協議を行い，結果により平成９年１２月１日から平成１０年３月
１６日までの実働７４日間，本調査を行った。国土交通省による南九州西回り自動車道（鹿児島道路）
建設計画のセンターライン「ＳＴＡ．３７５～３８０」間の南側の用地杭（幅杭）の２点間を結ぶ線を基
準として，１０ｍ間隔の区画（グリッド）を設定した。縦は北側から南側方向へＡ・Ｂ・Ｃ・・・と
してＪまで付け，横は西側から東側方向へ１・２・３・・・として１４まで付け，Ａ－１区，Ｂ－２区
のように呼称することとして，調査を行うこととした。
　平成８年度の確認調査の結果に基づいて，表土は重機で排除したが，当遺跡が台地端の緩傾斜地
にあることや草木や竹が繁茂していたことから，Ⅱ層は欠如していた。Ⅲ層（アカホヤ火山灰）下
位の層は，残存していた。Ⅲ層からの遺物は少なく，条痕文土器片や石鏃，古墳時代の土器が数点
出土しただけであった。遺構は検出されなかった。Ⅳ層からは，縄文時代早期の集石や土坑を検出
した。遺物は，土器や石器が多く出土し，トータルステーションで取り上げた。また，調査区の東
側周辺は，地層の横転が多数確認された。Ⅴ・Ⅵ層も同じように掘り下げ，遺物取り上げを行った。
Ⅶ層からは，旧石器時代の遺物包含層の調査に入る為，２ｍ×２ｍの小グリッドを設定した。千鳥
格子に掘り下げを行った後，遺物の出土状況を踏まえ，必要な範囲でこれを拡張して調査を行う方
法をとった。黒曜石・安山岩の剥片，チップ等がブロック状で検出されたほか，ホルンフェルスの
三稜尖頭器も出土した。調査区東側は，層の堆積状況が不安定であった。
 



－２２－

��������	

�����

　南九州では，遺跡に堆積する火山灰層の研究成果により，時代区分を明瞭に把握することができ
る。縄文時代草創期と早期は薩摩火山灰で，早期と前期はアカホヤ火山灰で区分することが大方可
能となっている。
　本遺跡は，標高約１２３ｍの台地端の緩傾斜に位置し，草木や竹が繁茂していたこと等もあり，地
層の欠落した箇所もある。基本的層序は，おおよそ下図のとおりである。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶａ

Ⅶｂ

Ⅷａ

Ⅷｂ

Ⅷｃ

Ⅸ

Ⅰ層　　　　　　　　表土，現耕作土

Ⅱ層　黒色土　　　　本遺跡では確認できなかったが周辺遺跡との
比較の為Ⅱ層を掲載した。

Ⅲ層　黄褐色土　　　鬼界カルデラ噴出起源のアカホヤ（幸屋火砕
流）火山灰（約６，３００年前）

Ⅳ層　暗乳褐色土　　縄文時代早期の遺物包含層
　　　　　　　　　　やや粘質をもつ
　　　　　　　　　　下部はやや色が暗い

Ⅴ層　黒褐色土

Ⅵ層　黄色砂質土　　桜島噴出起源の薩摩火山灰（約１１，５００年前）

Ⅶ層　暗褐色土　　　旧石器時代（細石刃文化期）の遺物包含層
　　　　　　　　　　粘質が強く，下部は色が明るくなる
　　　　　　　　　　通称チョコ層

Ⅷ層　明褐色土　　　旧石器時代（ナイフ形石器文化期）の遺物包
含層

　　　　　　　　　　シラス二次堆積土
　　　　　　　　　　下部は色がやや暗い

Ⅸ層　シラス　　　　姶良カルデラ起源（約２５，０００年前）
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　旧石器時代の遺物はⅦ・Ⅷ層を中心に出土している。層位的に，細石刃文化期とナイフ形石器文
化期に区分される可能性を検討したが，出土遺物を検討した結果，当初，細石刃核とされた資料は
細石刃核でないことが判明し，かつ，Ⅶ層出土及びⅧ層出土資料において器種・石材における明瞭
な差異を見出しえなかったことから，一括して資料提示をおこなった。遺物の平面的な分布状況か
らは，３ないし４つのブロックに区分される可能性があるが，一括して器種ごとに分類をおこなっ
ているため，各資料の帰属については一覧表を参照されたい。
　出土器種には図示したナイフ形石器，台形石器，三稜尖頭器，スクレイパー，彫器，石核，磨石
敲石類のほか，石器製作に伴う剥片，砕片類など総計４６９点が出土している。
����

　接合資料１・２はいずれも彫器を含む接合資料である。いずれも灰色を呈し白色の縞のある緻密
な安山岩製で，同一母岩とみられる。
　接合資料１は彫器及び砕片が接合したもので，素材剥片は母岩から剥出後，接合図左面（素材剥
片の腹面）の打瘤部分に剥離を加えたのち分割される。分割面は剥離により平坦に整形され，分割
面上から端部右側面，及び左側面方向から稜上に向け剥離を加え，端部に鶏冠状稜を形成したのち，
再び分割面上から削片を剥出し彫刻刀面を作り出す。当初，偶発的に生じた剥離であることも考え
られたが，分割剥片の砕片が接合により，彫器の加工過程を明確にとらえることができた。
　接合資料２は彫器及び剥片からなる接合資料である。接合した剥片はいずれも比較的平坦な剥離
面を打面とし打面調整は行わず，同一打面上から連続して剥出されたものであるが，背面の剥離痕
により，一連の剥片剥離以前に９０°の打面転移が行われたものとみられる。剥片剥離は石核背部の
調整を目的とする剥離と，目的剥片の剥離を交互に繰り返すように進行させ，不定形剥片を剥出す
る。３は接合資料中，最後に剥出されたやや大形の剥片で素材剥片末端部に左側片方向から剥離を
加え打面を作り出したのち，末端の剥離面から左側辺稜上に樋状剥離を加え彫刻刀面を作り出して
いる。剥片末端部への打面の作り出し及び彫刻刀面の再生は順次繰り返されたものとみられる。
������

　５は不純物を含む不透明で漆黒色を呈する黒曜石製の幅広の剥片を素材とするナイフ形石器であ
る。下面部分を欠損するため全体形状には不明な点があるが，素材剥片の打面側にあたる右側辺に
主要剥離面側からの急傾斜の剥離調整，及び右側面から背面上に向けた平坦剥離調整が加えられて
いることからナイフ形石器とした。左側辺下端にもわずかに急傾斜剥離調整の痕跡を留めており，
二側辺加工のナイフ形石器である可能性がある。機能部とみられる上辺から先端部にかけて微細な
剥離痕がみられる。
����

　６は不純物を含む不透明で漆黒色を呈する不定形剥片を素材とする黒曜石製の台形石器である。
左・右側辺はそれぞれ裏面側から急傾斜剥離調整を施したのち，左側辺は側面上から裏面に向けて，
右側辺は側面上から表面・裏面に向けて，平坦剥離調整が施されている。
　７も不純物を含む漆黒色の黒曜石製の台形石器で，左側辺部分は素材剥片の切断後，腹面側から
部分的に急傾斜の剥離調整を加え，右側辺は素材剥片の打面を残置したまま背面側へ平坦剥離調整
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のみを施す。
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　８は黄褐色のホルンフェルス製の三稜尖頭器で，いずれもＧ－８区から上半部，下半部が出土し，
整理作業の過程で接合したものである。背面に稜をもつやや厚みのある縦長剥片を素材として，右
側辺上部，及び基部側の左右側辺に腹面側から，それぞれやや荒い急傾斜の剥離で調整を加えたの
ち，基部部分の左側辺から稜上調整を施すとともに，左辺先端部付近及び同中間部分を除く縁辺部
分を細かい急傾斜剥離調整で全体の形状を整えている。
　９は不純物を含む漆黒色の黒曜石製で，上半部を大きく欠損することから石器の全体形状は不明
である。腹面側からの急傾斜剥離により二次調整が施されていること，断面形状の厚みが厚くかつ
概略三角形状を呈することから三稜尖頭器に分類したが，厚みのあるナイフ形石器の一部である可
能性もある。
　１０は不純物を含む漆黒色の黒曜石製で，横長のやや厚みのある剥片を素材とし，素材剥片の腹面
側から部分的に荒い急傾斜剥離を施す。また，背面稜上に稜上剥離を加えるほか，図，右側辺部分
から腹面側にも平坦剥離が施されている。下半部を大きく欠損するため全体の形状は不明であるが
三稜尖頭器として図示した。先端部分の左側辺及び稜上には細かい剥離痕がみられる。
������

　１１は背面に自然面を有する不純物を含む漆黒色の黒曜石製のスクレイパーである。素材剥片の剥
出時に同時に左側辺部に割れ面が生じたものとみられ，この結果生じた割れ面には二次調整は施さ
れない。剥片の右側辺には腹面側から連続して調整剥離を加えられ，素材剥片の鋭利な末端辺に微
細な剥離がみられることからナイフ形石器である可能性も検討したが，側辺の剥離調整角度がやや
浅く，歯潰し加工とみなしえないことからスクレイパーとして図示した。
　１２は風化面が灰色を呈し白色の縞が入る緻密な安山岩製である。表裏面に周縁部分から求心状に
剥離したネガティブな剥離痕がみられることから，剥離の進行によって扁平化した残核を転用した
とみられる。図，左側辺部分に連続した剥離調整が施されていることからスクレイパーとして図示
した。
������

　１３は石錐として図示したが，同時に彫器を兼ねたものである。風化面が灰褐色を呈する緻密な黒
色安山岩製で，石核の稜部から剥出されたとみられる背面に稜を有する縦長剥片の先端部分に稜上
及び側辺部分に調整を加え，断面三角形の錐部を作り出す。稜上及び側辺から先端部にかけてみら
れる微細な剥離痕は使用によって生じたものである可能性が高いが磨耗は観察されない。また，上
端部分には，図，左側面から調整を加え形状を整えたのち，端部稜上から樋状剥離を加え彫刻刀面
が作り出されており，彫器として図示した３と機能部の形状及び形態に類縁性が認められる。
��������	

　１４は不純物を含む漆黒色の黒曜石製で，横長不定形で剥片末端辺に底面をもつ剥片を素材とする。
図，上辺の打面部分及び底面右隅部分に急傾斜の調整剥離が施されており，唯一鋭利な縁辺部と
なっている図，右側辺を機能部とする台形石器である可能性もあるが，この場合，調整部位および
形態的に非定型的なものであるため二次加工のある剥片として図示した。
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　１５は青灰色不透明で白色の不純物を含む黒曜石製で，上半部を大きく欠損する。左側面及び打面
上から背面側に向けて平坦剥離調整により形状を調整する。残存部分に急傾斜剥離調整はみられな
いが，ナイフ形石器の一部である可能性がある。
��

　１６は不純物を含む漆黒色の黒曜石で，裏面上方からの剥離はポジティブな剥離面であることから，
厚みのある剥片を素材とする石核である。作業面側からの剥離で打面を形成し，打面端部に調整を
加え，打点を左右に移動しながら連続してやや縦長の剥片を剥離する。
　１７は青灰色不透明で白色の不純物を含む黒曜石製の石核で，背面には自然面が残置されている。
剥離面を打面に打面調整を行わずに不定形な剥片を剥離したものとみられ，両側面，及び上面の剥
離痕から，９０°単位で打面及び作業面の移動が行われたものとみられる。
　１８は白色の不純物を多く含む黒色半透明の黒曜石で，部分的に濁白色透明の部分がある。図，上
面では周縁から求心状に剥片を剥離するが，基本的には順次打面を移動しながら不定形な剥片を剥
離したものとみられる。上面右側縁部分には縁辺に細かい剥離が連続して施されており，剥片剥離
後，スクレイパーに転用されたものとみられる。
　１９は青灰色不透明で白色の不純物を含む黒曜石製の石核で，非調整の剥離面を打面に，打面を移
動しながら不定形な剥片を剥離したものとみられる。１５・３０・４０は外観的には同一原産地の黒曜石
とみられ，一般的に西北九州産に比定されるものである。
　２０・２１はいずれも不純物を含む漆黒色の黒曜石で，３６は左辺上部を欠損する。上面及び正面では
打面と作業面を交換して不定形剥片の剥離がおこなわれている。いずれも基本的には順次打面を移
動しながら不定形な剥片を剥離したものとみられる。
　２２も不純物を含む漆黒色の黒曜石であるが，他の同種の黒曜石の風化面が赤褐色を帯びた黒色を
呈するのに比して，相当程度の風化を示すものの赤みを帯びない。不定形状の石核で各所に自然面
が残置され，自然面・剥離面を打面に不規則に剥片を剥離する。
　２３は灰白色の風化面を呈する緻密な黒色安山岩で，図，上面を作業面に周縁部分から求心的に剥
離が行われたのち，上面を打面にして周縁部分で剥離を行う。
　２４は不純物を含む漆黒色の黒曜石であるが，他の同一原産地と考えられる資料に比して，明らか
に風化の程度が低いことから，出土層位はⅧ層であるが，縄文時代以降の遺物が何らかの原因で落
ち込んだものである可能性が高い。
　２５も不純物を含む漆黒色の黒曜石で風化面は赤褐色を帯びた黒色を呈している。残核からみる限
り打面調整は行わず，先行する剥離面を打面に不規則に打面及び作業面の位置を移動しながら剥片
を剥離している。
　２６は白色の不純物を多く含み，濁白色透明の部分がある黒色半透明の黒曜石である。先行する剥
離面を打面にして，頻繁に打面移動を行いながら剥片を剥離する。
　２７は不純物を含む漆黒色の黒曜石で風化面は赤褐色を帯びた黒色を呈する。９０°・１８０°前後左
右に打面・作業面を移動しながら剥片を剥離する。基本的に打面調整は行わず，先行する剥離面を
打面として剥片剥離を行う。
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　２８は輝石・角閃石を含む多孔質の安山岩円礫で，表裏にやや平坦な摩滅面をもち，下端部にアバ
タ状の敲打痕及び敲打に伴う剥離が生じている。右側面の敲打は整形を目的としたものとみられ，
左右側面とも礫面が平滑化しているのは手ずれである可能性がある。
　２９も前記２８と同一の多孔質の安山岩亜円礫で，各平面形が隅丸の三角形状を呈するやや不定形の
円礫であるが，礫面は平滑で部分的には摩滅を認める。礫端部には敲打による「つぶれ」がわずか
に生じている。３１は表面が赤褐色を呈する風化の激しい多孔質安山岩の円礫で下部を欠損する。被
熱したものとみられ，礫面にはひび割れが生じている。礫端部に敲打痕及び敲打による「つぶれ」
とみられるか所が部分的に集中してみられ敲石として使用された可能性があるが，被熱のため明確
に認定することはできない。
　３０は砂岩製の棒状の角礫で，下半を折れにより欠損する。側辺稜部には部分的に弱い敲打痕，
「つぶれ」，磨耗がみられるほか，稜部に沿った礫面上に弱い摩滅や線条痕が，礫面上に弱い敲打
痕が観察される。
 

備考厚み（㎝）幅（㎝）長さ（㎝）重量（ｇ）出土レベル（ｍ）出土層出土区石材器種注記№図№挿図№
接合資料１－①２.３１.５１.３２.２１２１.２ⅧａＧ－７安山岩剥片４３４１

１３

接合資料１－②３.１１２４.３１２１.２ⅧｂＧ－８安山岩彫器２３５２
接合資料２－①１.７２.６４.５１６.９１２１.２ⅧａＧ－７安山岩彫器３９１３
接合資料２－②１.４２.６４.１１４１２１.４ⅧａＧ－８安山岩剥片１９９４
接合資料２－③０.４１.９１.９１.４１２１.１ⅧｂＧ－７安山岩剥片４０６４
接合資料２－④０.４１.６２.３１.８１２１.２ⅧｂＧ－７安山岩剥片３９１４
接合資料２－⑤０.９１１.９１.１１２１.３ⅧＧ－７安山岩剥片４３０４
接合資料２－⑥０.５１.５２.２１.３１２１.５ⅧａＧ－８安山岩剥片１９８４

１.１１.７２.６３.８１１９.８ⅦｂＧ－６黒曜石ナイフ１５５５

１４

０.８１.９２.４２.６１２２.２ⅧＦ－７黒曜石台形石器８３１６
０.６１.９２.５２.７１２２.４ⅦＦ－７黒曜石台形石器８０８７
１.１２.６６.５１０.５１２１.２ⅧａＧ－８ホルンフェルス三稜尖頭器２３３８

基部のみ１.３１.６２２.８１２１.７ⅦｂＧ－８黒曜石三稜尖頭器２２０９
先端部のみ０.８１.４３２.３１２３.９ⅦＥ－８黒曜石三稜尖頭器１７７６１０

０.９１.７３.１４.６１２２.０ⅧＦ－７黒曜石スクレイパー８８６１１
１２.５４８.８１２１.１ⅧａＧ－７安山岩スクレイパー４００１２
０.９１.５５.２５.８１２２.８ⅧＦ－８安山岩石錐９１９１３

１５
二次加工０.６２.２３.８５.７１２１.９ⅦＦ－８黒曜石剥片９１４１４
二次加工０.９１.８２２.６１２１.４ⅦｂＧ－７黒曜石剥片４０９１５

３.６２.７３.７１７.３１２２.１ⅧＦ－６黒曜石石核８６９１６
３.３３.４３.５２４.７１２１.５ⅧａＧ－８黒曜石石核２１１１７
２.５２.８３.９３３.９１２１.５ⅧＦ－８黒曜石石核９４０１８

１６
２.４２.５２.７８.２１２１.３ⅧａＧ－７黒曜石石核４１９１９
２.１２.２３.３１０.４１２２.２ⅧＦ－７黒曜石石核８２５２０
１.５２.３３.５１１.９１２２.８ⅦＦ－７黒曜石石核８１０２１
２.６２.６３.５２２.７１２２.３ⅧＦ－７黒曜石石核８２３２２
１.８２.５３.１１２.９１２１.０ⅦａＧ－７安山岩石核４７４２３

１７
２.１２.４３９１２１.９ⅧＦ－７黒曜石石核８６７２４
３.３２２.６１５１２１.６ⅧａＦ－８黒曜石石核２１４２５
１.９２３.１６.７１２１.６ⅧＦ－８黒曜石石核９６７２６
２.６３２.５１６.９１２２.７ⅧＦ－７黒曜石石核８１１２７

敲打痕あり７.３９１０.５１０２８１１９.９ⅦｂＧ－６安山岩磨・敲石１５２２８

１８ ５.５５.９７.７３６０１２１.３Ⅶａ安山岩磨・敲石４２８２９
３.２４.７８.５２１２１２１.２ⅧａＧ－７砂岩磨・敲石４２１３０
３.９７８.９２３１１２１.３ⅧｂＧ－８安山岩磨・敲石２４５３１
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１　遺構
　縄文時代早期の遺物包含層は，Ⅳ層である。遺構は，このⅣ層を掘り下げた段階で検出され，埋
土中にもⅣ層が堆積していたことから縄文時代早期の遺構と考えている。この時期の遺構としては，
集石３基と土坑２基が確認された。
　３号集石はＤ－８区で検出された。１６７．５�×１５７�の範囲に，高低差３２㎝ で確認された。掘り込
みは持たない。周辺では縄文時代早期の土器片７点（ｐ１１２・ｐ１１３・ｐ１２２・ｐ１６９）が出土。１号
集石は，Ｆ－８区で検出された。１０３�×８７�の範囲に，高低差２０㎝ で確認された。掘り込みは持
たない。２号集石は，Ｄ－８区で検出された。１２５�×１００�の範囲に，高低差２８�で確認された。
掘り込みは持たない。１号土坑は，長径１３０�，短径６４．５�，深さ４３�で，楕円形を呈している。
樹痕が北側の長径左右に２か所，南側の長径右側に１か所確認されただけで，遺物の出土はなかっ
た。２号土坑は，長径１１０�，短径８０�，深さ４７．５�で，不整形を呈している。これも樹痕が北側
の長径左側に１か所，南側の短径に１か所確認されただけで，遺物の出土はなかった。
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２　遺物
　本遺跡の縄文時代早期の遺物包含層（Ⅳ層）を中心に出土した遺物は，出土状態から原位置を限
りなく近い状態で保っていると判断した土器２，２２５点，石器４４０点をトータルステーションで取り上
げた。急斜面で層が不安定だったり原位置を保っていなかったりしたものについては，区一括取り
上げを行った。ここでは，Ⅳ層の出土遺物を取り上げるが，分類や接合状況によっては便宜的に他
の層からの出土遺物も取り上げた。
　�　土器
　土器の種類は，貝殻文円筒形土器で，底部は平底を成しているのが中心である。分類基準として，
本遺跡で特徴が表れている口縁部形状・文様・口唇部形状を基準に分類を行った結果，第２５図のよ
うに５つに分類（Ⅰａ類，Ⅰｂ類，Ⅱａ類，Ⅱｂ類，Ⅱｃ類）できた。凡例でも述べているが，本
報告書ではⅠ類を岩本式土器，Ⅱ類を前平式土器と呼称して使用する。
　また，土器片総出土数２，２２５点のうち口縁部を残す分類可能な個体数は，１５５点であった。分類別
には，Ⅱｃ類が約２８％と最も多く，Ⅰｂ類が約２１％，Ⅰａ類が約２０％，Ⅱａ類が１９％，Ⅱｂ類が
１２％となる。出土した口縁部は残存状態や接合状況にもよるが，殆ど図化を行った。岩本式土器に
比定すると考えられるⅠ類と前平式土器に比定すると考えられるⅡ類の出土比率は，４１：５９で前平
式土器が多い。
　始めにⅠ類を岩本式土器として分類した根拠について述べる。まず，口唇部内面に段を有するこ
とが基本となり，口唇端部が小波状を呈し丁寧な器面調整を施しているという点である。口縁部上
端には貝殻もしくはヘラ・櫛状と思われる工具で斜位の刺突文，横位の刺突線文，爪形状の刺突文
を連続して施すものなどが観察できたので，以下のような細分を設けた。
①Ⅰａ類土器の口縁部上端は，貝殻もしくはヘラ・櫛等による縦・斜位の連続する刺突文を施し，
口唇端部は小波状を呈する。器面は，ナデ調整のものや浅い条痕調整のものがあり，極めて丁寧に
仕上げられている。口縁部内面は，段を有する。
②Ⅰｂ類土器の口縁部上端は，貝殻もしくはヘラ・櫛等による縦・斜位の連続する刺突文を施し，
口唇端部は小波状を呈している。器面は，木口状もしくは繊維状の工具によると思われる調整や貝
殻条痕調整が施されているが丁寧である。口縁部内面は，浅い段を有する。
　つまり，岩本式土器として位置付けたⅠａ類土器・Ⅰｂ類土器の細分類の根拠は，口唇部内面に
明瞭な段を有するか，浅い段を有するかである。器面調整が丁寧であるという特徴が共通して認め
られるが，Ⅰｂ類土器がⅠａ類土器よりも工具による調整もしくは貝殻条痕調整と思われる痕跡が
強く残るという特徴もある。
　次にⅡ類を前平式土器として分類した根拠について述べることにする。Ⅰ類の岩本式土器と比べ
て口唇部内面に段を有しないこと，口唇端部が平坦な面を呈していることが基本となる。口縁部上
端には貝殻もしくはヘラ・櫛状と思われる工具で縦・斜位の連続する刺突文を施す。器面には横・
斜位の若干粗い貝殻条痕調整が施されているのが観察できたので，Ⅱ類も以下のような細分を設け
た。
①Ⅱａ類土器は口唇端部と口縁部上端にそれぞれ一回ずつ，貝殻もしくはヘラ・櫛による縦・斜位
の連続する刺突文を施し，口唇端部は平坦な面を呈する。口縁部内面は，段の痕跡をもっている。
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模式図胴部内面胴部外面口縁部内面口縁部外面

・浅い横，斜位
の貝殻条痕調整

・丁寧なナデ調
整・木口状もし
くは繊維状の工
具による調整・
極細の貝殻条痕
調整

・口唇部内面に
段を有する

・口縁部上端に
貝殻，ヘラ等に
よる縦，斜位の
連続刺突・口唇
端部は小波状・
丁寧なナデ調整

Ⅰ
ａ
類

�

�

�

�

�

・浅い横，斜位
の貝殻条痕調整

・木口状もしく
は繊維状の工具
による調整・横，
斜位の貝殻条痕
調整

・口唇部内面に
浅い段を有する

・口縁部上端に
貝殻，ヘラ等に
よる縦，斜位の
連続刺突・口唇
端部は小波状・
浅い貝殻条痕調
整

Ⅰ
ｂ
類

・横，斜位の貝
殻条痕調整

・横，斜位の貝
殻条痕調整

・口唇部内面に
段の痕跡をもっ
ている

・口唇端部は平
坦で，口唇端部
と口縁部上端に
それぞれ貝殻，
ヘラ等による斜
位の連続刺突

Ⅱ
ａ
類

�

�

�

�

�

・横，斜位の貝
殻条痕調整

・横，斜位の貝
殻条痕調整

・口唇部内面は
段を有しない

・口唇端部は平
坦で，口唇端部
と口縁部上端に
それぞれ貝殻，
ヘラ等による斜
位の連続刺突

Ⅱ
ｂ
類

・横，斜位の貝
殻条痕調整

・横，斜位の若
干太い貝殻条痕
調整

・口唇部内面は
段を有しない

・口唇端部は平
坦で，口縁部上
端に貝殻，ヘラ
等による１列の
縦，斜位の連続
刺突

Ⅱ
ｃ
類
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②Ⅱｂ類土器は口唇端部と口縁部上端にそれぞれ一回ずつ，貝殻もしくはヘラ・櫛による縦・斜位
の連続する刺突文を施し，口唇端部は平坦な面を呈する。口縁部内面は，段を有しない。
③Ⅱｃ類土器は口縁部上端に貝殻もしくはヘラ・櫛による一列の縦・斜位の連続する刺突文を施し，
口唇端部は平坦な面を呈する。口縁部内面は，段を有しない。
　要するに，前平式土器として位置付けたⅡａ類土器・Ⅱｂ類土器・Ⅱｃ類土器の細分類の根拠は，
口唇部内面に若干の段の痕跡をもつものが存在するⅡａ類土器と段を有しないⅡｂ類土器・Ⅱｃ類
土器に分けられ，さらに口唇部に貝殻腹縁部の押圧もしくはヘラ状刺突具による刻みを上からと横
からの２回施すものがⅡａ類土器とⅡｂ類土器となり，横からの１回だけ施すものがⅡｃ類土器と
なる。
���������	
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　３２は，完形復元された岩本式土器で，口径１９．２�，器高２８．２�，底部径１３�（内径１０．４�）であ
る。口唇部の断面形状は内面に０．５�幅の斜段を有し，鈍角な三角形を呈している。口唇端部は棒
状工具による刻みを施し，７�程度間隔に連続する小波状を呈している。口縁部はやや外反し，上
端には貝殻腹縁部による縦幅１�程度の範囲に斜位（左さがり）の連続する刺突文を施している。
その下位にはススが付着しているのが観察される。胴部から底部にかけての外面は，非常に目路の
細かい条痕調整及び指による横方向のナデ調整が施され，極めて丁寧に整形されている。一部，浅
い貝殻条痕文の調整も観察される。内面は口唇部に明瞭な稜線を残し，ナデ調整が施されている。
口縁部から横・斜位の浅い貝殻条痕調整が施されている。所々，指頭圧痕も観察される。底部の接
地面は，円形状で工具によるナデ整形を行い，平坦である。底部内面には，放射線状の凹線が中央
部から外側へ向かって施されている。器壁部との接合のために生じた線と推測する。
　３４は口唇部内面に緩やかな段を有し，口唇端部は貝殻腹縁部もしくは棒状工具による押圧で波状
を呈する。口縁部上端には横位の連続する貝殻刺突線文が３列に施されている。口縁部の形状が，
やや内弯している。３８は胎土内に１�程度の金色の雲母を多量に含んでいる。本遺跡の他の土器の
胎土内には認められない。口唇部内面に緩やかな段を有し，口唇端部は貝殻腹縁部もしくは棒状工
具による押圧で波状を呈している。口縁部上端には，ヘラ・櫛状刺突具によると思われる斜位の連
続する爪を押した形に似た刺突文が３列に施されている。形状や胎土から３６と同一個体の可能性が
ある。４１は口唇端部が波状を呈し，口縁部上端は貝殻腹縁部による斜位の連続する刺突文が施され
ている。その下位には貝殻腹縁部による横位の連続する貝殻刺突線文が一列に施され，器面は丁寧
な調整が成されている。口唇部内面は段を有する。
���������	
���	

　６３も完形復元された岩本式土器である。口径１７．７�，器高３１．１�，底部径１３．２�（内径１２．０�）
である。口唇部の断面形状は内面に０．３�幅の斜段を有し，三角形を呈している。口唇端部は貝殻
による刻みを施し，３�程度間隔に連続する小波状を呈している。口縁部はやや内弯し，上端には
縦幅１�程度の範囲に直径２�程度で貝殻による点状の細かい刺突が無数に施され，その下位には
縦幅４�程度の範囲に横方向の貝殻条痕調整（条痕幅３�程度）が施されている。胴部から底部に
かけての外面には，縦・斜位の条痕調整（条痕幅３�程度）が施されている。底部の接地面から上
へ縦幅４�程度の範囲にも口縁部で観察された横方向の貝殻条痕調整（条痕幅３�程度）が施され
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ている。内面は口唇部に稜線が残り，ナデ調整が施されている。口縁部から横・斜位の貝殻条痕調
整が施されているが，底部内面から上へ７．５�程の高さに達すると横方向の貝殻条痕調整が施され，
その下はナデや指頭圧痕で整形されている。胴部と底部の内面接着部分は，ヨコナデ整形である。
底部の接地面は，円形状にナデ整形を行い，ほぼ平坦である。底部内面にもナデ調整が施されてい
る。９５は口唇部内面に浅い段を有し，貝殻腹縁部による押圧で波状を呈する。口縁部上端には斜位
の連続する貝殻刺突文が施されている。全体に横・斜位の若干，彫りが深い貝殻条痕文による調整
が施されているが，器面の調整は粗くはない。
���������	

　胴部は，接合により判明したものや土器片そのものが胴部として判断できたⅠ類・Ⅱ類併せた
１７８点のうち，一部ではあるがⅠ類の特徴が表れ，実測や拓本に耐えうる残存状態が良好な５点を
図化した。全て円筒形を成している。外面が横方向を主体とするナデ仕上げや浅い貝殻条痕等によ
る丁寧な調整のものを分類の根拠とし，掲載した。
������������	�


　底部も胴部と同様，接合により判明したものや土器片そのものが底部として判断できたⅠ類・Ⅱ
類併せた６３点のうち，一部ではあるがⅠ類の特徴が表れ，実測や拓本に耐えうる残存状態が良好な
１５点を図化した。分類の根拠としては，ナデ仕上げやヘラ状の工具と思われるもので，丁寧な調整
が施されているからである。形状は全て円形を成している。

��������	
����



－５３－

���������	
�����



－５４－

��������	
������



－５５－

��������	
�������



－５６－

���������	
���	�

　１２２は３号集石周辺で出土した。口唇端部と口縁部上端には貝殻腹縁部の押圧による刻みが上か
らと横からの２回施されている。その下位には横方向を主体とする横・斜位の浅い貝殻条痕調整が
施されている。内面にも横・斜位の貝殻条痕調整が施されている。口縁部の内面には僅かだが段の
痕跡が観察される。１４３も口唇端部と口縁部上端には貝殻腹縁部の押圧による刻みが上からと横か
らの２回施されている。その下位には横方向の浅い貝殻条痕調整が施されている。内面にも横方向
の浅い貝殻条痕調整が施されている。口縁部の内面には１２２と同様に僅かだが段の痕跡が観察され
る。１３１は刻みの向きが他の口縁部は右方向なのに対し左方向である。口唇端部と口縁部上端に貝
殻腹縁部もしくはヘラ状工具の押圧による刻みが上からと横からの２回施されている。
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　１４７は残存状態が良好とは言えないが，口唇端部と口縁部上端には貝殻腹縁部もしくはヘラ状工
具の押圧による連続する刻みが上からと横からの２回施されている。その下位には横位の貝殻条痕
調整が施され，補修孔も観察される。１５０も口唇端部と口縁部上端に貝殻腹縁部の押圧による連続
する刻みが上からと横からの２回施されている。その下位には横位の貝殻条痕調整が施されている。
内面は斜位の浅い条痕が観察されるが，荒々しい仕上げとはなっていない。１５３も口唇端部と口縁
部上端に貝殻腹縁部の押圧による連続する刻みが上からと横からの２回施されている。その下位に
は横方向の細かく，浅いハケ目状の調整が施され，丁寧に仕上げられている。内面も同様である。
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　１６６は口唇端部が平坦な面を呈し，口縁部上端は貝殻蝶番部の押圧による横位の連続する刺突文
が一列に施されている。その下位には幅２�・深さ１�程度で斜位の貝殻条痕調整が鮮明に施され
ている。内面は横方向のナデ仕上げである。口縁部は，やや内弯している。１６８は口唇部がやや尖
り，口唇端部は平坦な面を呈する。口縁部上端には貝殻腹縁部による斜位の連続する刺突文が一列
に施されている。その下位には横・斜位の貝殻条痕調整が施されている。内面は横方向を主体とす
る貝殻条痕調整が施されており，全体的に器の厚みが薄い感じがする。１７０は口唇端部が平坦な面
を呈している。口縁部上端は貝殻腹縁部による縦位の連続する刺突文が一列に施されている。その
下位には横位の貝殻条痕調整が施されている。内面は横方向を主体とする条痕調整が施されている。
１７３は口唇端部が平坦な面を呈し，口縁部上端には貝殻腹縁部による斜位の連続する刺突文が一列
に施されている。その下位には幅３�・深さ１�程度で斜位の貝殻条痕調整が鮮明に施されている。
若干太めとも捉えられる貝殻条痕文である。内面はナデ仕上げを主体にしているが，細く浅い条痕
文が四方八方に施されているのが観察できる。
���������	

　胴部は，接合により判明したものや土器片そのものが胴部として判断できたⅠ類・Ⅱ類併せた
１７８点のうち，一部ではあるがⅡ類の特徴が表れ，実測や拓本に耐えうる残存状態が良好な４点を
図化した。全て円筒形を成している。外面の器面調整が，横・斜位の粗い貝殻条痕調整のものを分
類の根拠とし，掲載した。
������������	�


　底部も胴部と同様，接合により判明したものや土器片そのものが底部として判断できたⅠ類・Ⅱ
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－６４－

類併せた６３点のうち，一部ではあるがⅡ類の特徴が表れ，実測や拓本に耐えうる残存状態が良好な
１１点を図化した。底部外面に横・斜位の貝殻条痕文が観察され，調整を施していることを分類の根
拠とした。形状は円形を成し，底部内面は，ナデ仕上げのものや放射線状の凹線があるものなどが
ある。接地面は，ナデ成形ものや貝殻条痕文があるものがあり平坦である。
　２１６は内面・外面・接地面に貝殻条痕調整が施されている。内面は中央部から外側へ，外面は横
位，接地面は無作為とも思われる方向に貝殻条痕文が観察される。２２０は胴部から底部にかけて外
面・内面共に横・斜位の貝殻条痕調整が施されている。底部内面はナデ調整で貝殻腹縁部による長
さ１�程度の刺突が網状に大きく４か所に分かれて施されている。
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－６７－

　�　その他の縄文土器
　その他の縄文土器として９点が出土し，全て図化した。
　２２２は山形押型文土器の口縁部の一部である。口縁部は平口縁を呈し，大きく外反している。内
面は稜を形成せず，上段に縦方向の長さ１�程度，幅４�程度の原体条痕を残し，下段は山形の押
型文を施している。角閃石が多く含まれている。２３０は，楕円押型文土器の底部の一部である。平
底を呈し，内面はナデ調整を施し，外面には一部であるが０．４�×０．４�程度の楕円文が施されてい
るのが観察される。２２８は山形押型文土器の胴部の一部と思われるもので，斜め方向に山形間幅３
�程度の間延びした山形の押型文を施している。本県横川町の中尾田遺跡でも類似したものが出土
している。２２２・２２３の形態とは異なると見られる。２２７は部位不明だが外面に縦幅２．３�程度の範囲
に斜位の貝殻刺突を施し，刺突部分の断面形がやや膨らみをもつ。刺突部分以外の外面・内面には
横位の細かく浅いハケ目が観察される。岩本式土器に類似した器面調整を施しているのが特徴的で
ある。２２６は外面に微細な気泡のように無数の罅が生じており，断面は焼けて胎土が鱗状になって
いる。
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－６８－

備考文様
色調

遺存状態
調整

胎土部位類出土レベル
（ｍ）出土層出土区注記№図№挿図№

内面外面内面外面

－条痕にぶい橙にぶい橙

完形復元

条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石胴部Ⅰａ１２３.５９６ⅣｂＦ－６７６６

３２２６

－条痕にぶい橙にぶい橙条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石胴部Ⅰａ１２４.０９２－Ｆ－６７０８

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい橙黒条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石口縁部Ⅰａ１２３.８５８ⅣｂＦ－６７１６

－条痕にぶい橙にぶい橙条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石胴部Ⅰａ１２３.８４９ⅣｂＦ－６７１５

－条痕にぶい橙にぶい橙条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石胴部Ⅰａ１２３.８２６ⅣｂＦ－６７１４

－条痕にぶい橙にぶい橙条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石胴部Ⅰａ－－Ｄ－８一括

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい橙黒条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石口縁部Ⅰａ１２３.８４４ⅣｂＦ－６７１８

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい橙黒条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石口縁部Ⅰａ１２３.８５２ⅣｂＦ－６７１７

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい橙黒条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石口縁部Ⅰａ１２３.８４６ⅣｂＦ－６７２０

－条痕にぶい橙にぶい橙条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石胴部Ⅰａ１２３.４４３ⅣｂＦ－６７６０

－条痕にぶい橙褐灰条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石胴部Ⅰａ－表土Ｆ－６・７－

－条痕にぶい橙にぶい橙条痕（４㎜）ナデ石英・長石・角閃石・輝石底部Ⅰａ１２３.８８９－Ｆ－６７６７

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい橙黒条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石口縁部Ⅰａ１２３.８３９ⅢａＦ－６７６８

－条痕にぶい橙にぶい橙条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石胴部Ⅰａ－－Ｄ・Ｅ一括

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい橙黒条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石口縁部Ⅰａ１２３.８９８ⅣａＦ－６７１３

－条痕にぶい橙にぶい橙条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石胴部Ⅰａ１２３.８２６ⅣａＦ－６７１４

－条痕にぶい橙にぶい橙条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石胴部Ⅰａ１２３.７９６ⅣｂＦ－６７１９

－条痕にぶい橙にぶい橙条痕（４㎜）ナデ石英・長石・角閃石・輝石底部Ⅰａ１２３.４７８－Ｆ－６７７６

－条痕にぶい橙にぶい橙条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石胴部Ⅰａ１２３.３７４ⅣａＦ－６７２７

－条痕にぶい橙にぶい橙条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石胴部Ⅰａ１２３.３７４ⅣｂＦ－６７２７

－条痕にぶい橙にぶい橙条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石胴部Ⅰａ－表土Ｆ－６・７－

－条痕にぶい橙にぶい橙条痕（４㎜）条痕（２㎜）石英・長石・角閃石・輝石胴部Ⅰａ１２３.６５６ⅣｂＦ－６７７３

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい黄橙黒褐１�８ナデナデ角閃石・石英・長石・輝石口縁部Ⅰａ１２５.５３９ⅣＥ－７１６６３３３

２７

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい黄橙にぶい黄橙
１�８

ナデナデ長石・輝石・石英・角閃石口縁部Ⅰａ１２０.５３６ⅣＧ－６１６
３４

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ長石・輝石・石英・角閃石口縁部Ⅰａ１２０.６１４ⅣＧ－６１７

内面の段有刺突文・口唇刻み橙褐－ナデナデ石英・輝石・長石・角閃石口縁部Ⅰａ１２３.５１３ⅣａＦ－７７３６３５

内面の段有刺突文・口唇刻み黄褐灰黄１�４ナデナデ長石・金雲母・石英・輝石口縁部Ⅰａ－－Ｆ－７一括３６

内面の段有刺突文・口唇刻・条痕にぶい橙にぶい橙１�８ナデ条痕（１㎜）石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅰａ－－Ｄ－７一括３７

内面の段有刺突文・口唇刻み黄褐灰黄

１�４

ナデナデ長石・金雲母・角閃石口縁部Ⅰａ１２３.７８６ⅣａＦ－７７６９

３８ 内面の段有刺突文・口唇刻み黄褐灰黄ナデナデ長石・金雲母・角閃石口縁部Ⅰａ－ⅣａＦ－７一括

内面の段有刺突文・口唇刻み黄褐灰黄ナデナデ長石・金雲母・角閃石口縁部Ⅰａ１２３.４４６ⅣｂＦ－７７６５

内面の段有刺突文灰黄にぶい黄橙－ナデナデ角閃石・長石・輝石・石英口縁部Ⅰａ－－Ｆ－８一括３９

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい褐にぶい黄橙
１�４

ナデナデ角閃石・石英・長石・輝石口縁部Ⅰａ１２４.０３２ⅣＥ－８１１２２
４０

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい褐にぶい黄橙ナデナデ角閃石・石英・長石・輝石口縁部Ⅰａ１２３.９６７ⅣｂＦ－９６７１

内面の段有刺突文・口唇刻み暗灰黄黒１�４ナデナデ長石・輝石・石英・角閃石口縁部Ⅰａ－－Ｆ－７一括４１

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい橙にぶい橙－ナデナデ角閃石・長石・石英・輝石口縁部Ⅰａ－ⅤＥ－７－４２

２８

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい赤褐黒褐－ナデナデ石英・長石口縁部Ⅰａ１２４.２５９ⅣＥ－７１６９５‐③４３

内面の段有刺突文・口唇刻み橙にぶい橙－条痕（１㎜）－石英・輝石・角閃石口縁部Ⅰａ－ⅣａＦ－７一括４４

内面の段有刺突文・口唇刻み明赤褐明赤褐－ナデナデ角閃石・輝石・長石・石英口縁部Ⅰａ１２５.２０５ⅣＥ－７１７４９４５

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい褐にぶい褐－ナデナデ角閃石・長石・石英・輝石口縁部Ⅰａ１２３.７５ⅣａＦ－８５２７４６

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい黄橙にぶい黄橙－ナデナデ角閃石・長石・石英口縁部Ⅰａ１２４.０５８ⅣＥ－７１７９９４７

内面の段有刺突文・口唇刻・条痕にぶい橙にぶい橙－ナデ条痕（１㎜）石英・角閃石・長石・輝石口縁部Ⅰａ－表土Ｇ－６一括４８

内面の段有刺突文・口唇刻み橙にぶい橙－ナデナデ石英・長石・角閃石・輝石口縁部Ⅰａ１２４.０３９ⅣＦ－８１４９８４９

内面の段有刺突文・口唇刻・条痕にぶい赤褐にぶい赤褐－ナデ条痕（１㎜）長石・角閃石・石英・輝石口縁部Ⅰａ－ⅣａＦ－７一括５０

内面の段有刺突文にぶい黄橙にぶい橙－ナデナデ石英・長石・角閃石口縁部Ⅰａ１２４.２３３ⅣＥ－７１６９４‐②５１

内面の段有刺突文・口唇刻み橙明赤褐－ナデナデ長石・石英・角閃石・輝石口縁部Ⅰａ－－Ｄ・Ｅ一括５２

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい黄橙にぶい橙－ナデナデ長石・輝石・石英・角閃石口縁部Ⅰａ１２２.８５７ⅣａＦ－８６４１５３

内面の段有刺突文・口唇刻・条痕にぶい黄橙にぶい黄橙－ナデ条痕（１㎜）石英・長石・ガラス？・角閃石口縁部Ⅰａ１２１.８１８ⅣａＧ－６３５５４

内面の段有刺突文・口唇刻み・条痕にぶい橙橙－ナデ条痕・浅い線長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰａ－ⅣＥ－６一括－②５５

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい橙にぶい橙－ナデナデ石英・輝石・長石・角閃石口縁部Ⅰａ１２５.７４９ⅣＤ－７１７２４５６
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備考文様
色調

遺存状態
調整

胎土部位類出土レベル
（ｍ）出土層出土区注記№図№挿図№

内面外面内面外面

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい黄橙にぶい黄橙１�８ナデナデ石英・角閃石・輝石口縁部Ⅰａ－ⅤＥ－７－５７

２８

内面の段有刺突文・口唇刻み浅黄橙褐灰にぶい黄褐１�４ナデナデ長石・角閃石・石英・輝石口縁部Ⅰａ１２３.８９６ⅣａＦ－８５３１５８

内面の段有刺突文・口唇刻み浅黄橙褐灰にぶい黄褐１�４ナデナデ長石・角閃石・石英・輝石口縁部Ⅰａ１２３.８６３ⅣａＦ－８５４０５９

内面の段有刺突文・口唇刻み・条痕にぶい黄橙にぶい橙－ナデ条痕・浅い線角閃石・長石・石英・輝石口縁部Ⅰａ１２３.４２９ⅣａＦ－８３００６０

内面の段有刺突文・口唇刻み・条痕にぶい橙浅黄橙－ナデ条痕（１㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰａ１２０.６９Ⅳ１Ｔ１１６１

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい黄橙にぶい黄橙－ナデナデ石英・輝石・角閃石口縁部Ⅰａ－－Ｄ－８一括６２

内面の段有刺突文・条痕明赤褐黒褐

完形復元

条痕（１㎜）条痕（３㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２３.８０４ⅣＥ－８１２７１

６３２９

－条痕明赤褐にぶい橙条痕（１㎜）条痕（３㎜）長石・輝石・角閃石・石英胴部Ⅰｂ１２３.８０４ⅣＥ－８１２７１

－条痕明赤褐にぶい橙条痕（１㎜）条痕（３㎜）長石・輝石・角閃石・石英胴部Ⅰｂ１２３.５５９ⅣｂＦ－８６１４－①

内面の段有刺突文・条痕明赤褐黒褐条痕（１㎜）条痕（３㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２３.５３７Ⅳｂ－６１０

－条痕明赤褐にぶい橙条痕（１㎜）条痕（３㎜）長石・輝石・角閃石・石英胴部Ⅰｂ１２３.５　－Ｆ－８６１１

内面の段有刺突文・条痕明赤褐にぶい橙条痕（１㎜）条痕（３㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２３.６１４ⅣａＦ－８５５４

－条痕明赤褐にぶい橙条痕（１㎜）条痕（３㎜）長石・輝石・角閃石・石英胴部Ⅰｂ１２３.６１４ⅣａＦ－８５５４

－条痕明赤褐にぶい橙条痕（１㎜）条痕（３㎜）長石・輝石・角閃石・石英胴部Ⅰｂ１２３.４８１ⅣｂＦ－８６０９

－条痕明赤褐にぶい橙条痕（１㎜）条痕（３㎜）長石・輝石・角閃石・石英胴部Ⅰｂ１２３.５６８ⅣｂＦ－８６０６

－条痕明赤褐にぶい橙条痕（１㎜）条痕（３㎜）長石・輝石・角閃石・石英胴部Ⅰｂ１２３.４９５Ⅳｂ－６６８

－条痕明赤褐にぶい橙条痕（１㎜）条痕（３㎜）長石・輝石・角閃石・石英胴部Ⅰｂ１２３.４９４Ⅳｂ－６６７

内面の段有刺突文・条痕明赤褐黒褐条痕（１㎜）条痕（３㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２３.５９７Ⅳｂ－６１５

内面の段有刺突文・条痕明赤褐黒褐条痕（１㎜）条痕（３㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２３.５５１ⅣｂＦ－８６１３

－条痕明赤褐にぶい橙条痕（１㎜）条痕（３㎜）長石・輝石・角閃石・石英胴部Ⅰｂ１２３.８４７Ⅴ－１５７３

－条痕明赤褐にぶい橙条痕（１㎜）条痕（３㎜）長石・輝石・角閃石・石英胴部Ⅰｂ－表Ｆ－８－

内面の段有刺突文・条痕明赤褐にぶい橙条痕（１㎜）条痕（３㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ－ⅣＥ－８－

－－－－－－輝石・長石口縁部Ⅰｂ１２３.５３７ⅣｂＦ－８６１０

－－明赤褐にぶい橙ナデナデ長石・輝石・角閃石・石英底部Ⅰｂ１２３.８０４ⅣＥ－８１２７１

内面の段有刺突文にぶい黄褐灰黄褐－ナデ観察不可能長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２３.７２７ⅣａＦ－８６２５６４

３０

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい黄褐にぶい黄橙－ナデナデ長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ－ⅣａＧ－６一括６５

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい黄橙にぶい黄橙－ナデナデ長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２１.１３８ⅣａＧ－１２８９６６

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい橙黒褐－ナデナデ長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ－表土Ｆ－６・７－６７

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい橙にぶい橙－ナデナデ長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２４.８１２ⅣＥ－７１７８２６８

内面の段有刺突文・条痕・口唇刻み橙にぶい橙－ナデ条痕（１㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ－横転Ｇ－７－６９

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい黄橙黒褐－ナデナデ長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２４.２３３ⅣＥ－７１６９８７０

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい黄黄褐－ナデナデ長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２０.５９１ⅣａＧ－６６７１

内面の段有刺突文・条痕・口唇刻みにぶい橙灰褐－ナデ�浅い線�条痕（１.５㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２２.９０８ⅣａＦ－８６８１７２

内面の段有刺突文・条痕・口唇刻みにぶい黄橙にぶい黄橙－ナデ条痕（１㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ－ⅣＥ－６一括－①７３

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい黄橙にぶい黄橙－ナデ条痕（１.５㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ－ⅤＥ－７一括７４

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい黄橙にぶい橙－条痕（１㎜）条痕（１㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ－－Ｅ－６一括７５

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい黄橙にぶい黄橙－ナデ
�浅いハケ目�

ナデ
�浅いハケ目�長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２５.０４１ⅣＥ－７１８０８７６

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい黄橙にぶい黄橙－ナデ�浅い線�ナデ�浅い線�長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２４.３５３ⅣＥ－７１６５３
７７

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい黄橙にぶい黄橙－ナデ�浅い線�ナデ�浅い線�長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２４.３８６ⅣＥ－７１６５４

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい黄橙にぶい黄橙－ナデ条痕（２㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２２.２１３ⅣａＧ－７３９７８

内面の段有刺突文・口唇刻み橙にぶい橙－ナデ条痕（１㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２０.７１５ⅣｂＧ－６８７７９

内面の段有刺突文・条痕・口唇刻みにぶい橙にぶい橙－ナデ�浅い線�条痕（２㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２２.７９１ⅣａＦ－６７３２８０

内面の段有刺突文・口唇刻み暗灰黄にぶい黄橙－ナデナデ長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ－－Ｆ－７一括８１

内面の段有刺突文・条痕・口唇刻み灰オリーブ灰－条痕（２㎜）条痕（２㎜）長石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２４.７１８ⅣＥ－８１１５１８２

内面の段有刺突文・条痕・口唇刻み灰黄黄灰－条痕�浅い線�条痕�浅い線�長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２５.９３１ⅣＤ－６１６８５８３

内面の段有刺突文・条痕・口唇刻みにぶい黄橙にぶい黄橙－条痕（１.５㎜）条痕（１㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２５.０８７ⅣＥ－７１８１０８４

内面の段有刺突文・口唇刻み・条痕にぶい黄橙にぶい黄橙

１�４

条痕・浅い線条痕・浅い線石英・長石・輝石・角閃石口縁部Ⅰｂ１２５.０３８ⅣＥ－７１７８３

８５３１ 内面の段有刺突文・口唇刻み・条痕にぶい黄橙にぶい黄橙条痕・浅い線条痕・浅い線石英・長石・輝石・角閃石口縁部Ⅰｂ１２５.０７７ⅣＥ－７１７４１

内面の段有刺突文・口唇刻み・条痕にぶい黄橙にぶい黄橙条痕・浅い線条痕・浅い線石英・長石・輝石・角閃石口縁部Ⅰｂ１２５.０９３ⅣＥ－７１７８４
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備考文様
色調

遺存状態
調整

胎土部位類出土レベル
（ｍ）出土層出土区注記№図№挿図№

内面外面内面外面

内面の段有刺突文・条痕・口唇刻み橙橙

１�２

条痕（１.５㎜）浅い条痕�１㎜�長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２４.８６２ⅣＥ－７１７０９－①

８６

３１

内面の段有刺突文・条痕・口唇刻み橙橙条痕（１.５㎜）浅い条痕�１㎜�長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２４.６７３ⅣＥ－７１７１１－①

内面の段有刺突文・条痕・口唇刻み橙橙条痕（１.５㎜）浅い条痕�１㎜�長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２４.７１９ⅣＥ－７１７５１

内面の段有刺突文・条痕・口唇刻み橙橙条痕（１.５㎜）浅い条痕�１㎜�長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２４.６０７ⅣＥ－７１７５２

内面の段有刺突文・条痕・口唇刻みにぶい橙にぶい黄橙１�８ナデナデ�浅い線�長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２４.２８２ⅣＥ－８１１３５
８７

№５６に接合－－－－－－輝石口縁部Ⅰｂ－ⅣａＦ－８一括

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい褐にぶい橙－ナデナデ長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ－－Ｄ－７一括８８

内面の段有刺突文・口唇刻み明黄褐浅黄橙－ナデ�浅い線�ナデ�浅い線�長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２４.７４ⅣＥ－８１４０１８９

内面の段有刺突文・口唇刻みにぶい黄橙にぶい黄橙－ナデナデ角閃石・輝石・石英・長石口縁部Ⅰｂ１２４.７１９ⅣＥ－７１７５１９０
内面の段有

�胎土に赤い土有�刺突文・条痕・口唇刻みにぶい黄橙にぶい黄橙－条痕（１.５㎜）条痕（１.５㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２５.０９３ⅣＥ－７１７８４９１

内面の段有刺突文にぶい黄褐褐灰１�８条痕（２㎜）条痕（１.５㎜）石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅰｂ１２３.９９９ⅣＦ－８１２６６９２

内面の段有刺突文にぶい黄橙橙－ナデナデ�浅い線�輝石・角閃石・長石口縁部Ⅰｂ１２３.１０１ⅣａＦ－８６４８９３

内面の段有刺突文・条痕・口唇刻みにぶい黄橙橙１�５ナデ条痕（２㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ－－Ｄ・Ｅ一括９４
内面の段有

�胎土に赤い土有�刺突文・条痕・口唇刻みにぶい橙にぶい橙
１�８

ナデ条痕（１.５㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ１２４.２３４ⅣＥ－６１６４４
９５ 内面の段有

�胎土に赤い土有�刺突文・条痕・口唇刻みにぶい橙にぶい橙ナデ条痕（１.５㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅰｂ－表土Ｅ－７一括

－－灰黄にぶい黄褐－ナデナデ長石・輝石・石英・角閃石胴部－－ⅣＦ－７一括９６

３２

－－灰褐にぶい橙－ナデナデ長石・輝石・石英・角閃石胴部－１２３.７１５ⅣＦ－７１８２１９７

補修孔有－にぶい褐にぶい褐－ナデナデ�浅い線�石英・輝石・角閃石・長石胴部－１２５.６７６ⅣＥ－７１６７１－①
９８

補修孔有－にぶい褐にぶい褐－ナデナデ�浅い線�石英・輝石・角閃石・長石胴部－１２５.０９３ⅣＥ－７１６８７

－－橙灰黄褐－ナデナデ�浅い線�石英・輝石・長石・角閃石胴部－１２３.５１３ⅣａＦ－７７３６－①

９９
－－橙灰黄褐－ナデナデ�浅い線�石英・輝石・長石・角閃石胴部－１２３.５１３ⅣａＦ－７７３６

－－橙灰黄褐－ナデナデ�浅い線�石英・輝石・長石・角閃石胴部－１２３.５１３ⅣａＦ－７７３６－②

－－橙灰黄褐－ナデナデ�浅い線�石英・輝石・長石・角閃石胴部－１２３.５１３ⅣａＦ－７７３６－③

－－浅黄浅黄橙－ナデ�浅い線�ナデ�浅い線�石英・輝石・長石・角閃石胴部－１２５.５７１ⅣａＥ－７１６２０
１００

－－浅黄浅黄橙－ナデ�浅い線�ナデ�浅い線�石英・輝石・長石・角閃石胴部－１２５.４８６ⅣＥ－７１６２２

－－橙橙１�５ナデナデ長石・輝石・角閃石・石英底部－１２５.３６９ⅣＥ－９１２５６１０１

３３

－－灰白にぶい黄橙１�８ナデナデ輝石・長石・角閃石底部－１２４.４３１ⅣＥ－８１３２３１０２

－－橙明赤褐１�２ナデナデ石英・長石・輝石底部－１２５.９６３ⅣＥ－６１６４１－⑮１０３

－－にぶい赤褐橙１�２ナデナデ石英・長石・輝石・角閃石底部－１２５.１６４ⅣＥ－９１４５１－①１０４

－－橙にぶい橙１�２ナデナデ石英・角閃石・長石・輝石底部－－ⅣＥ－７１？４８１０５

－－にぶい黄橙浅黄橙
１�４

ナデナデ長石・輝石・角閃石・石英底部－１２５.７４４ⅣＥ－７１６７６
１０６

３４

－－にぶい黄橙浅黄橙ナデナデ長石・輝石・角閃石・石英底部－１２５.７４４ⅣＥ－７１６７６－①

－－にぶい橙橙１�４ナデナデ長石・輝石・石英・角閃石底部－１２４.２０６ⅣＥ－７１６９３－⑤１０７

－－にぶい黄橙橙１�４ナデナデ角閃石・長石・輝石・石英底部－－－Ｆ－６一括１０８

－－にぶい黄褐にぶい黄褐１�４ナデナデ石英・角閃石・輝石・長石底部－－－Ｆ－７一括１０９

－－にぶい橙にぶい橙

１�２

ナデナデ角閃石・長石・輝石・石英底部－１２５.４８４ⅣｂＥ－９１２６３

１１０
－－にぶい橙にぶい橙ナデナデ角閃石・長石・輝石・石英底部－１２５.２０９ⅣＥ－９１５３１

－－にぶい橙にぶい橙ナデナデ角閃石・長石・輝石・石英底部－１２５.１３９ⅣＥ－９１５４０

－－にぶい橙にぶい橙ナデナデ角閃石・長石・輝石・石英底部－１２４.９７８ⅣＥ－９１５７７

－－にぶい黄橙灰黄褐
１�２

ナデナデ角閃石・長石・輝石・石英底部－１２５.７４２ⅣＥ－６１６３４－⑥
１１１

３５

－－にぶい黄橙灰黄褐ナデナデ角閃石・長石・輝石・石英底部－１２５.８５５ⅣＥ－６１６４０

－－にぶい赤褐明赤褐１ナデナデ石英・長石・輝石・角閃石底部－１２０.４２４集石－３－⑩１１２

－－にぶい黄橙浅黄－ナデナデ長石・石英・角閃石底部－１２０.４２４集石－３－⑫
１１３

－－にぶい黄橙浅黄－ナデナデ長石・石英・角閃石底部－１２０.４２４－－３－②

－刺突文灰白灰白１�４凹線ナデ�浅い線�長石・輝石・角閃石底部－－－Ｆ－６一括１１４

－－にぶい褐にぶい赤褐１�４ナデナデ長石・角閃石底部－－－Ｆ－７一括１１５

口唇平坦刺突文・条痕にぶい橙にぶい褐１�８条痕�浅い線�条痕（２㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅱａ１２４.８１７ⅣＥ－９１４６３－①１１６
３６

口唇平坦刺突文・条痕にぶい橙暗灰黄－ナデ条痕（２㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅱａ１２４.２５７ⅣＥ－８１１３９１１７
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備考文様
色調

遺存状態
調整

胎土部位類出土レベル
（ｍ）出土層出土区注記№図№挿図№

内面外面内面外面

口唇平坦刺突文・条痕にぶい褐灰褐－ナデ条痕（２㎜）長石・輝石・角閃石・石英・金雲母口縁部Ⅱａ１２５.０７２ⅣＥ－８１５０６－①

１１８

３６

口唇平坦・他
同番号７点刺突文・条痕にぶい褐灰褐－ナデ条痕（２㎜）長石・輝石・角閃石・石英・金雲母口縁部Ⅱａ１２５.０４２ⅣＥ－８１５６３－①

口唇平坦刺突文・条痕にぶい褐灰褐－ナデ条痕（２㎜）長石・輝石・角閃石・石英・金雲母口縁部Ⅱａ１２５.０４２ⅣＥ－８１５６３

内面の段有刺突文・条痕にぶい橙暗灰黄－条痕（１.５㎜）条痕（２㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅱａ－－Ｅ－９一括１１９

口唇内面段有刺突文にぶい黄橙にぶい黄橙－ナデナデ�浅い線�石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱａ１２５.２２６ⅣＥ－８１４１９１２０

口唇内面段有刺突文橙にぶい褐－ナデ�浅い線�条痕（１㎜）石英・輝石・長石口縁部Ⅱａ１２４.５９４ⅣＥ－７１７０４１２１

内面の段有刺突文・条痕にぶい黄褐にぶい褐１�６ナデ�浅い線�条痕（１.５㎜）石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱａ１２０.４２４集石－３‐④，⑤，⑥１２２

口唇平坦条痕にぶい橙にぶい褐－ナデ�浅い線�条痕（１.５㎜）石英・輝石・長石口縁部Ⅱａ－－Ｆ－９一括１２３

３７

口唇内面段有刺突文にぶい赤褐にぶい橙－ナデナデ�浅い線�石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱａ１２４.１３６ⅣａＦ－９３８２１２４
口唇平坦・内
面の段有刺突文・条痕にぶい橙橙－ナデ�浅い線�条痕（１.５㎜）石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱａ１２３.８１８ⅣａＦ－８５２６１２５

口唇平坦刺突文・条痕灰褐褐灰－条痕（１㎜）条痕（１.５㎜）輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱａ１２２.４０９ⅣａＧ－８７２１２６

口唇平坦刺突文・条痕にぶい橙褐灰－ナデ�浅い線�条痕（２㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅱａ－－Ｅ－８一括１２７

口唇平坦刺突文・条痕浅黄橙にぶい橙－ナデ条痕（１.５㎜）石英・輝石・長石口縁部Ⅱａ１２３.９９２ⅣＥ－８１３０２１２８

口唇平坦刺突文・条痕にぶい灰褐灰－ナデ�浅い線�条痕（１.５㎜）石英・長石口縁部Ⅱａ１２５.２８４ⅣＥ－９１４９０１２９

口唇平坦刺突文・条痕明黄褐明黄褐－ナデナデ�浅い線�輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱａ１２６.３６１ⅣＤ－８１０５５１３０

口唇平坦刺突文にぶい黄褐黒褐－ナデナデ石英・輝石・角閃石口縁部Ⅱａ１２２.３２ⅣａＧ－８５２１３１

口唇内面段有刺突文にぶい黄橙にぶい黄橙－ナデ条痕輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱａ１２４.８５６ⅣＥ－７１７６７１３２

口唇内面段有刺突文・条痕にぶい黄褐暗灰黄－ナデ条痕（２㎜）石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱａ１２４.０７２ⅣａＦ－９５０４１３３

口唇段有刺突文・条痕にぶい赤褐灰褐－条痕（１㎜）条痕（１.５㎜）石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱａ－ⅣａＦ－８－１３４

口唇平坦刺突文・条痕にぶい赤褐にぶい赤褐

１�６

条痕（１.５㎜）条痕（２.５㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅱａ１２４.７３７ⅣＥ－８１４０４

１３５ 口唇平坦刺突文・条痕にぶい赤褐にぶい赤褐条痕（１.５㎜）条痕（２.５㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅱａ１２４.８８３ⅣＥ－８１４１３

口唇平坦刺突文・条痕にぶい赤褐にぶい赤褐条痕（１.５㎜）条痕（２.５㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅱａ１２５.２７８ⅣＥ－８１４４１

口唇平坦刺突文・条痕にぶい橙にぶい橙－ナデ条痕（１㎜）輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱａ１２４.５２７ⅣＥ－９１４５３－③１３６

口唇平坦刺突文・条痕にぶい橙にぶい黄褐－ナデ条痕（１㎜）石英・雲母・長石口縁部Ⅱａ１２４.６０６ⅣＥ－９１４５８１３７

口唇平坦刺突文・条痕にぶい黄橙にぶい橙－ナデ条痕（１.５㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅱａ１２４.３３ⅣＥ－８１１４０１３８

口唇平坦刺突文・条痕灰黄褐にぶい黄橙－ナデ条痕（２㎜）長石・角閃石・輝石口縁部Ⅱａ－Ⅲ下Ｆ－８一括１３９

口唇平坦刺突文・条痕明黄褐にぶい橙－ナデ条痕（２㎜）石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱａ１２４.４５８ⅣＥ－８１５０２１４０

口唇平坦刺突文にぶい黄褐灰黄褐－ナデナデ長石？・輝石・角閃石口縁部Ⅱａ１２３.６３ⅣａＦ－８５７３１４１

内面の段有条痕・口唇刻みにぶい橙にぶい褐－ナデ�浅い線�ナデ�浅い線�輝石・長石口縁部Ⅱａ－表土Ｆ－６・７－１４２

口唇平坦刺突文・条痕にぶい褐にぶい褐－条痕（１.５㎜）条痕（１.５㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅱａ１２５.４１３ⅣＥ－９１２５２１４３

内面の段有刺突文・条痕・口唇刻みにぶい黄橙灰黄褐－ナデ条痕（１.５㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅱａ１２４.９６７ⅣＥ－７１７６５１４４

口唇平坦刺突文・条痕にぶい黄橙褐灰－ナデ条痕（１㎜）角閃石・長石・石英口縁部Ⅱａ１２４.６６３ⅣＥ－８１５０９１４５

口唇平坦刺突文・条痕赤褐にぶい黄橙
１�４

ナデ条痕（１.５㎜）輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱｂ１２６.０３９ⅣＤ－９１１８３
１４６

３８

口唇平坦刺突文・条痕赤褐にぶい黄橙ナデ条痕（１.５㎜）輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱｂ１２６.００６ⅣＤ－９１２１０

口唇平坦・補修孔有刺突文・条痕にぶい褐にぶい黄橙
１�４

ナデ条痕（２㎜）輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱｂ１２６.１７４ⅣＤ－９１１００
１４７

口唇平坦・補修孔有刺突文・条痕にぶい褐にぶい黄橙ナデ条痕（２㎜）輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱｂ１２６.１４７ⅣＤ－９１１９７

口唇平坦刺突文・条痕明黄褐橙
１�８

ナデ条痕（２㎜）石英・角閃石・長石・輝石口縁部Ⅱｂ１２２.９６７ⅣａＦ－８５９３
１４８

口唇平坦刺突文・条痕明黄褐橙ナデ条痕（２㎜）石英・角閃石・長石・輝石口縁部Ⅱｂ１２３.８４６ⅣａＦ－８６２６

口唇内面平坦刺突文・条痕橙橙１�８ナデ�浅い線�条痕（２.５㎜）石英・角閃石・長石口縁部Ⅱｂ１２５.４０３ⅣＥ－９１２３７１４９

口唇内面段有刺突文・条痕にぶい黄橙にぶい黄橙１�４ナデ条痕（１.５㎜）石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱｂ１２４.２２１ⅣａＦ－９５７９１５０

口唇平坦刺突文・条痕にぶい橙にぶい橙－ナデ�浅い線�条痕（１㎜）石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱｂ１２３.９８９ⅣＥ－８１３０５１５１

口唇平坦刺突文・条痕にぶい褐にぶい褐－条痕（２㎜）条痕（２㎜）石英・輝石・長石口縁部Ⅱｂ－－Ｇ－８一括１５２

口唇平坦刺突文・条痕にぶい褐橙－ナデナデ�浅い線�石英・輝石・角閃石口縁部Ⅱｂ１２３.８３３ⅣａＦ－９６３６１５３

口唇平坦刺突文にぶい橙橙－ナデナデ石英・輝石・長石口縁部Ⅱｂ１２５.３９５ⅣＥ－９１４７７１５４

口唇平坦刺突文・条痕にぶい褐にぶい橙－ナデ条痕（２.５㎜）石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱｂ１２３.６７１ⅣａＦ－８５５３１５５

口唇平坦刺突文橙にぶい橙－ナデナデ輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱｂ１１９.８４１Ⅳ４Ｔ１５３１５６

口唇平坦刺突文・条痕橙にぶい黄橙－ナデナデ�浅い線�角閃石・長石口縁部Ⅱｂ１２４.１１９ⅣａＦ－８３５７１５７

－刺突文にぶい橙浅黄橙－ナデナデ角閃石・長石口縁部Ⅱｂ１２２.１９５Ⅳ４Ｔ１１０１５８

口唇平坦刺突文・条痕にぶい黄橙橙１�８ナデ条痕（１.５㎜）石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱｂ１２６.１２７ⅣＤ－９１１８６１５９

口唇平坦刺突文にぶい黄橙にぶい橙－ナデナデ輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱｂ１２６.０１６ⅣＤ－９１０９７１６０

口唇平坦刺突文・条痕暗赤褐暗赤褐－ナデ�浅い線�条痕（２㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅱｂ１２３.８９ⅣａＦ－８５４６１６１

口唇平坦刺突文・条痕暗赤褐暗赤褐－ナデ�浅い線�条痕（２㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅱｂ１２５.１２７ⅤＥ－８１５７０１６２
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内面外面内面外面

－刺突文・条痕橙灰褐１�８ナデ条痕�１㎜�程度石英・角閃石口縁部Ⅱｃ１２３.０７７ⅣＦ－８７９１１６３

３９

－刺突文・条痕にぶい赤褐にぶい橙１�８ナデ�浅い線�条痕�１㎜�程度角閃石・長石口縁部Ⅱｃ１２６.３３９ⅣＤ－９１０８７１６４

口唇平坦条痕にぶい褐にぶい黄橙－ナデ条痕�１.５㎜�長石・輝石・角閃石－－１２４.２３３ⅣＥ－７１６９８－①１６５

－貝殻文（貝殻重番部）にぶい褐黒褐１�５ナデ条痕（２㎜）石英・長石口縁部Ⅱｃ－ⅣＥ－７一括１６６

－刺突文・条痕にぶい橙にぶい黄橙
１�４

浅い条痕条痕（２㎜）長石・輝石口縁部Ⅱｃ１２３.９８７ⅣａＦ－８５３８
１６７

－刺突文・条痕にぶい橙にぶい黄橙浅い条痕条痕（２㎜）長石・輝石口縁部Ⅱｃ１２４.６９９ⅣＥ－８１３９９

－刺突文・条痕にぶい黄橙黒１�４ナデ�浅い線�条痕（２㎜）角閃石・長石・橄欖石口縁部Ⅱｃ１２２.９１８ⅣｂＦ－８６９５１６８

口唇平坦刺突文・条痕橙明赤褐１�５条痕（２㎜）条痕（２㎜）長石・輝石口縁部Ⅱｃ１２０.４２４集石－３－⑪１６９

４０

口唇平坦刺突文・条痕橙橙

１�４
ナデ�浅い線�条痕（２㎜）長石・石英・角閃石・輝石口縁部Ⅱｃ１２５.０２６ⅣＥ－８１４０６

１７０ 口唇平坦刺突文・条痕橙橙ナデ�浅い線�条痕（２㎜）長石・石英・角閃石・輝石口縁部Ⅱｃ－横転Ｅ－８－

口唇平坦刺突文・条痕橙橙ナデ�浅い線�条痕（２㎜）長石・石英・角閃石・輝石口縁部Ⅱｃ－横転Ｄ－３－

口唇平坦刺突文・条痕浅黄橙淡黄
１�４

条痕（２㎜）条痕（２㎜）長石・石英・輝石・角閃石口縁部Ⅱｃ１２５.０８ⅣＥ－７１７２１－①
１７１

口唇平坦刺突文・条痕浅黄橙淡黄条痕（２㎜）条痕（２㎜）長石・石英・輝石・角閃石口縁部Ⅱｃ－－ＤＥ一括

口唇平坦刺突文・条痕明赤褐橙－条痕（１㎜）条痕（２㎜）角閃石・長石口縁部Ⅱｃ１２２.２４７Ⅳ４Ｔ２７３１７２

口唇平坦刺突文・条痕明赤褐橙
１�４

ナデ条痕�２.５㎜�石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱｃ１２６.３５８ⅣＤ－８１０８４
１７３

口唇平坦刺突文・条痕明赤褐橙ナデ条痕�２.５㎜�石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱｃ１２４.１５１ⅣＥ－８１１３６

－刺突文・条痕にぶい褐にぶい黄橙－ナデ条痕（１㎜）長石口縁部Ⅱｃ１２４.０７ⅣａＦ－６７０９
１７４

－刺突文・条痕にぶい褐にぶい黄橙－ナデ条痕（１㎜）長石口縁部Ⅱｃ１２３.７８６ⅣａＦ－７７６９

口唇平坦刺突文・条痕にぶい黄橙にぶい褐－ナデ条痕角閃石・長石・石英・輝石口縁部Ⅱｃ－ⅣａＦ－８－１７５

４１

口唇平坦条痕にぶい黄橙にぶい黄橙－ナデ条痕（２㎜）石英・輝石・長石口縁部Ⅱｃ－横転？－８・９－１７６

口唇平坦刺突文褐灰にぶい橙－ナデナデ�浅い線�長石・輝石・石英口縁部Ⅱｃ－－Ｅ－８一括１７７

口唇平坦刺突文灰褐にぶい橙－ナデナデ角閃石・長石・輝石口縁部Ⅱｃ１２２.９１４ⅣａＦ－８６４３１７８

口唇平坦刺突文・条痕明黄橙にぶい黄橙－ナデ条痕（２㎜）角閃石・長石・輝石口縁部Ⅱｃ－ⅣａＦ－８一括１７９

口唇平坦刺突文・条痕にぶい橙にぶい橙－ナデ条痕（２㎜）長石・輝石・石英口縁部Ⅱｃ１２６.０９９ⅣＥ－９１１７１１８０

口唇平坦刺突文・条痕にぶい橙にぶい橙－ナデ条痕（１㎜）長石・輝石・角閃石口縁部Ⅱｃ－ⅣａＦ－７一括１８１

口唇平坦刺突文・条痕橙橙－ナデ条痕（１㎜）長石・輝石・角閃石・石英口縁部Ⅱｃ１２５.２６８ⅣＥ－８１４３８１８２

口唇平坦刺突文・条痕にぶい黄褐にぶい橙１�８ナデ条痕（２㎜）輝石・長石・石英口縁部Ⅱｃ１２６.２ⅣＥ－９１１１３１８３

口唇平坦刺突文・条痕にぶい橙にぶい橙１�８ナデ条痕�１㎜�程度長石・角閃石・石英・輝石口縁部Ⅱｃ１２３.５３ⅣｂＦ－８６５２１８４

口唇平坦刺突文にぶい黄橙にぶい黄橙－ナデナデ斜長石・輝石口縁部Ⅱｃ－ⅣＥ－７一括１８５

口唇平坦刺突文・条痕にぶい褐橙－ナデ条痕（２㎜）石英・角閃石・長石・輝石口縁部Ⅱｃ－－Ｄ－８一括１８６

口唇平坦刺突文・条痕灰褐にぶい黄橙
１�８

ナデ条痕（２㎜）石英・輝石・長石口縁部Ⅱｃ１２５.２２ⅣＥ－８１４２８
１８７

口唇平坦刺突文・条痕灰褐にぶい黄橙ナデ条痕（２㎜）石英・輝石・長石口縁部Ⅱｃ－ⅢＥ－８一括

口唇平坦刺突文・条痕黒褐浅黄橙－ナデ条痕（１㎜）石英・長石・輝石・角閃石口縁部Ⅱｃ１２４.６４２ⅣＥ－９１４４８１８８

口唇平坦刺突文・条痕にぶい黄橙浅黄橙１�８条痕（３㎜）条痕（１㎜）石英・輝石・長石口縁部Ⅱｃ１２１.２５Ⅳ４Ｔ２２８１８９

口唇平坦刺突文・条痕にぶい黄橙灰黄褐
１�８

条痕�１.５㎜�条痕（２㎜）長石・石英・輝石口縁部Ⅱｃ１２４.４８３ⅣＥ－８１３５０
１９０

口唇平坦刺突文・条痕にぶい黄橙灰黄褐条痕�１.５㎜�条痕（２㎜）長石・石英・輝石口縁部Ⅱｃ１２４.４５７ⅣＥ－８１３７２

口唇平坦刺突文・条痕浅黄橙浅黄橙１�８ナデ条痕（２㎜）石英・長石・輝石口縁部Ⅱｃ１２６.４２４ⅣＥ－９１１１５１９１

口唇平坦刺突文・条痕浅黄橙黒褐１�８ナデ条痕（２㎜）石英・長石・輝石口縁部Ⅱｃ１２６.２９２ⅣＤ－９１０８８１９２

口唇平坦刺突文・条痕にぶい褐にぶい橙１�８ナデ条痕（２㎜）石英・長石・輝石口縁部Ⅱｃ１２５.９５ⅣＤ－８１０５３１９３

口唇平坦刺突文・条痕にぶい橙にぶい褐
１�８

ナデ条痕（２㎜）長石・輝石・角閃石口縁部Ⅱｃ１２０.７６２ⅣａＧ－６９
１９４

４２

口唇平坦刺突文・条痕にぶい橙にぶい褐ナデ条痕（２㎜）長石・輝石・角閃石口縁部Ⅱｃ－ⅣａＧ－６一括

口唇平坦刺突文・条痕橙橙－ナデ条痕（２㎜）角閃石・長石・輝石・石英口縁部Ⅱｃ１２３.１０８ⅣａＦ－８７４３１９５

口唇平坦刺突文・条痕明赤褐橙－ナデ条痕（３㎜）角閃石・輝石・長石・石英口縁部Ⅱｃ１２４.２２２ⅣＥ－８１３１８１９６

口唇平坦刺突文・条痕褐灰にぶい橙－ナデ�浅い線�条痕（２㎜）石英・輝石・長石口縁部Ⅱｃ－－Ｄ－８一括１９７

口唇平坦刺突文・条痕にぶい褐にぶい黄橙１�８条痕（２㎜）条痕（２㎜）石英・輝石・長石口縁部Ⅱｃ１２６.４３６ⅣＤ－８１０８２１９８

－刺突文・条痕にぶい黄橙にぶい黄橙－ナデ条痕（２㎜）角閃石・長石・輝石口縁部Ⅱｃ１２３.３８４ⅣａＦ－７７７７１９９

口唇平坦刺突文・条痕にぶい赤褐にぶい褐－ナデ条痕（２㎜）角閃石・輝石・長石口縁部Ⅱｃ－ⅤＥ－８一括－①２００

口唇平坦刺突文・条痕明赤褐黄灰－ナデ条痕�２.５㎜�石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱｃ１２２.９７５ⅣａＦ－８５９２２０１

口唇平坦刺突文・条痕にぶい黄褐にぶい黄橙－ナデ条痕（２㎜）石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱｃ－ⅣａＦ－８－２０２

口唇平坦刺突文にぶい黄褐にぶい黄褐－ナデナデ石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱｃ－－Ｆ－８一括２０３

口唇平坦刺突文・条痕橙にぶい褐－ナデ条痕�１.５㎜�石英・輝石・角閃石・長石口縁部Ⅱｃ－－Ｆ－９一括２０４

口唇平坦刺突文浅黄橙にぶい褐－ナデナデ長石・石英・角閃石・輝石口縁部Ⅱｃ１２４.５４５ⅣＥ－８１２８４２０５

口唇平坦・補修孔有条痕にぶい褐にぶい褐－ナデ条痕（２㎜）長石・輝石・石英口縁部Ⅱｃ１２２.４４ⅣａＧ－８５６２０６
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備考文様
色調

遺存状態
調整

胎土部位類出土レベル
（ｍ）出土層出土区注記№図№挿図№

内面外面内面外面

－－にぶい橙にぶい橙－ナデ（浅い線）条痕（２㎜）長石・輝石・長石・角閃石胴部－－ⅣａＦ－７一括
２０７

４３

－－にぶい橙にぶい橙－ナデ（浅い線）条痕（２㎜）長石・輝石・長石・角閃石胴部－１２３.６７５ⅣａＦ－７７６３

－－にぶい黄橙橙－ナデ条痕（３㎜）石英・長石・角閃石・輝石胴部－１２５.２２６ⅣＥ－８１４１９
２０８

－－にぶい黄橙橙－ナデ条痕（３㎜）石英・長石・角閃石・輝石胴部－１２５.２２６ⅣＥ－８１４１９－①

－条痕にぶい橙にぶい橙－ナデ条痕（２㎜）石英・長石・輝石胴部－１２４.３６８ⅣａＦ－９３７１

２０９ －条痕にぶい橙にぶい橙－ナデ条痕（２㎜）石英・長石・輝石胴部－１２４.２９ⅣａＦ－９４９８

－条痕にぶい橙にぶい橙－ナデ条痕（２㎜）石英・長石・輝石胴部－－ⅣａＦ－９－

－条痕にぶい橙にぶい橙－ナデ（浅い線）条痕（２.５㎜）石英・長石・輝石胴部－１２４.７８９ⅣＥ－７１７３９２１０

－条痕にぶい褐にぶい褐１�４ナデ条痕（２㎜）長石・石英・角閃石底部－１２４.０８２ⅣＥ－８１１３２２１１

４４

－条痕にぶい黄褐橙１�４ナデ条痕輝石・長石・石英・角閃石底部－１２４.９９９ⅣＥ－７１７４３２１２

－条痕にぶい黄浅黄浅橙１�４ナデ条痕長石・輝石・石英底部－１２４.１９４ⅣＥ－７１７５５２１３

－条痕にぶい黄橙にぶい橙
１�４

ナデ条痕（２㎜）輝石・石英・長石底部－１２４.０３２ⅣＥ－８１２７７
２１４

－条痕にぶい黄橙にぶい橙ナデ条痕（２㎜）輝石・石英・長石底部－１２３.９８９ⅣＥ－８１５００

－条痕橙橙１�８ナデ条痕（１.５㎜）角閃石・長石・石英・輝石底部－－－Ｆ－８一括２１５

－刺突文・条痕浅黄浅黄
１�２

凹線条痕（２㎜）長石・輝石・石英・角閃石底部－－－Ｅ－６一括
２１６

－刺突文・条痕浅黄浅黄凹線条痕（２㎜）長石・輝石・石英・角閃石底部－１２４.２９７ⅣＥ－７１７５６

－条痕淡黄淡黄１�４ナデ条痕輝石・石英・長石底部－１２４.３６３ⅣＥ－７１７１７－②２１７

－条痕にぶい褐にぶい褐

１�２

ナデ条痕（１㎜）石英・輝石・長石底部－１２４.２５９ⅣＥ－７１６９５－①

２１８

４５

－条痕にぶい褐にぶい褐ナデ条痕（１㎜）石英・輝石・長石底部－１２４.２５９ⅣＥ－７１６９５

－条痕にぶい褐にぶい褐ナデ条痕（１㎜）石英・輝石・長石底部－－ⅣＥ－９一括

－条痕明赤褐にぶい橙１�４ナデ条痕（４㎜）長石・輝石・石英・角閃石底部－－－Ｃ－７－２１９

－刺突文・条痕にぶい赤褐にぶい赤褐－条痕�２㎜�程度条痕（２㎜）長石・輝石・石英・角閃石胴部－１２２.７５７ⅣｂＦ－８７３９

２２０

－刺突文・条痕にぶい赤褐にぶい赤褐－条痕�２㎜�程度条痕（２㎜）長石・輝石・石英・角閃石底部－１２１.９３ⅣａＧ－７１７３

－刺突文・条痕にぶい赤褐にぶい赤褐－条痕�２㎜�程度条痕（２㎜）長石・輝石・石英・角閃石底部－１２２.７６ⅣｂＦ－８７４０

－刺突文・条痕にぶい赤褐にぶい赤褐－条痕�２㎜�程度条痕（２㎜）長石・輝石・石英・角閃石底部－１２２.９２１ⅣｂＦ－８６９７

－刺突文・条痕にぶい赤褐にぶい赤褐－条痕�２㎜�程度条痕（２㎜）長石・輝石・石英・角閃石胴部－１２２.６７８ⅣｂＦ６８９

－刺突文・条痕にぶい赤褐にぶい赤褐－条痕�２㎜�程度条痕（２㎜）長石・輝石・石英・角閃石胴部－１２２.８９８ⅣｂＦ－８６９３

－刺突文・条痕にぶい赤褐にぶい赤褐－条痕�２㎜�程度条痕（２㎜）長石・輝石・石英・角閃石底部－１２２.９１６ⅣｂＦ－８６９４

－刺突文・条痕にぶい赤褐にぶい赤褐－条痕�２㎜�程度条痕（２㎜）長石・輝石・石英・角閃石胴部－－ⅣａＦ－８一括

－条痕にぶい黄橙にぶい褐１�２ナデ条痕（１.５㎜）角閃石・長石・輝石・石英底部－－－Ｄ・Ｅ一括２２１

－山形押型文にぶい黄橙淡黄－－－長石・輝石・石英・角閃石口縁部－１２４.２７１ⅢＦ－９３６８２２２

４６

－山形押型文にぶい黄橙にぶい黄橙－－－石英・輝石・長石口縁部－１２４.７０８ⅣＥ－８１３９４２２３

－－にぶい褐明赤褐－ナデナデ（浅い線）石英・輝石・長石胴部－１２３.５９１ⅣａＦ－８５７５２２４

－－にぶい褐にぶい褐－ナデ条痕（２㎜）石英・輝石・長石胴部－－ⅣＥ－８－２２５

－－にぶい黄褐橙－４～５㎜大の無
数のひび割れ

２㎜大の無数
のひび割れ石英・輝石・長石胴部－－ⅤＥ－７一括２２６

－刺突文褐灰浅黄橙－ナデ（浅い線）ナデ（浅い線）石英・長石・角閃石－－－－Ｆ－７一括２２７

古墳押型文にぶい黄橙橙－ナデ－角閃石・長石・輝石・石英胴部－１２４.０９８ⅣａＦ－７５０５２２８

－－黄灰にぶい黄橙－－ナデ長石・輝石・角閃石・石英胴部－－ⅣＥ－７１？２２９

－楕円押型文明赤褐橙１�５ナデナデ石英・輝石・長石・角閃石底部－１２４.８７７ⅣＥ－８１４１０２３０
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　�　石器
　本遺跡では，Ⅴ層，Ⅳ層，Ⅲ層から４４０点の石器及びその製作・使用に関連した遺物が出土した。
そのうち土器の出土状況や土器型式に対応する帰属時期との対比から縄文時代早期に相当すると考
えられるⅣ層を中心に石鏃，石匙，石槍（未製品を含む），スクレイパー，剥片類，石核，石斧
（未製品を含む），礫器，磨石・敲石類，石皿，台石を１２０点図示した。内訳は，石鏃５点（Ⅲ層
２点，Ⅳ層２点，Ⅳｂ層１点），石匙１点（Ⅳａ層），石槍・石槍未製品６点（Ⅳ層４点，区一括２
点），スクレイパー５点（Ⅳ層４点，区一括１点），剥片類２６点（Ⅳ層１３点，Ⅳａ層１点，Ⅳｂ層１
点，区一括９点，横転１点，表層１点），石核１点（Ⅳ層），石斧・石斧未製品３１点（Ⅳ層１８点，
Ⅳａ層２点，Ⅳｂ層１点，Ⅴ層２点，表層１点，区一括７点），礫器３点（Ⅳ層１点，Ⅳｂ層１点，
区一括１点），磨石・敲石類３７点（Ⅳ層１８点，Ⅳｂ層３点，Ⅴ層１点，区一括１５点），石皿２点（Ⅳ
層）・台石３点（Ⅲ層１点，Ⅳ層２点）である。石材には，黒曜石，チャート，砂岩，頁岩，ホル
ンフェルス，安山岩を使用している。
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　２３１・２３２は，基部に浅い凹みをもち側辺がやや内弯している二等辺三角形を呈する石鏃で，石材
は２３１が砂岩，２３２が灰白色のチャートである。２３３～２３５は，一部欠損しているが凹基の側辺が鋸歯
状や直線的な二等辺三角形を呈する。２３３・２３５は三船産，２３４は針尾産の黒曜石である。
��������	
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　２３６は，輝石安山岩製の横型の石匙で，素材剥片に両面から調整加工を施している。刃部から茎
部にかけては厚みが増し，茎部はやや丸みを帯び，つまみの上部・左右に抉りをもつ。タール・漆
などの付着物は認められない。刃部はやや外弯し，両面調整を施している。
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　２３７は，先端部の側辺部分に細かな剥離調整が施され，断面は凸レンズ状を呈している。裏面の
一部には研磨痕が認められる。完成した石槍の欠損品，あるいは製作の最終段階で破損したものと
いう二つの可能性が考えられる。石材はホルンフェルスである。２３８は，側辺及び表裏面に剥離調
整が施され，断面は凸レンズ状を呈している。剥離調整の段階から見て製作途中の未製品と考えら
れる。石材はホルンフェルスである。２３９～２４２は，扁平な剥片素材を利用し，側辺部分には細かな
剥離調整が施されている。２４１の基部表面や両側辺の一部には使用時のものと思われる右斜め方向
の擦痕が認められる。４点とも石材はホルンフェルスである。
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　２４３はホルンフェルス製の縦長の剥片を素材とし，背面の右側辺部分から先端部にかけ平坦気味
の細かい剥離調整が施されている。２４４もホルンフェルス製で先端部が欠損し，背面・腹面に弱い
節理面が見られる。基部及び側辺部分から先端部にかけて平坦気味の細かい剥離調整が施されてい
る。２４５～２４７はホルンフェルス製で側辺部分及び先端部分に細かな剥離調整が施されている。
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　　２４８～２５２は，二次的な調整加工が行われたと見られる石器で，非定形的な石器もしくは定形的
な石器への位置付けが不明確なものである。５点とも石材はホルンフェルス製である。２５０は基
部・先端部分及び側辺部分に細かな剥離調整が施されている。
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　２６３は安山岩製，２６５は砂岩製でそれ以外は全てホルンフェルス製の剥片である。基部・先端部及
び側辺部分に細かい剥離調整が施されている。２６４は背面に自然面があり，側辺部分から先端部に
かけて使用によると見られる細かい剥離が生じている。２６５・２６６も基部から側辺，先端部にかけ丁
寧な調整剥離が観察される。２６７は基部，側辺，先端部分の一部に剥離調整が施され使用痕をもつ
剥片である。何らかの理由により剥落した一部と思われる。２６８～２７３は剥片であるが，２７３のよう
な明確な剥離調整や敲打痕が観察されることから石斧製作に生じた剥片と考える。
��������

　２７４は，ホルンフェルス製の石核である。上下・左右側面を打面とし，片側一方向のみからの剥
片剥離が観察されることから作業面は下部にある。
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　ほとんどが製作時に伴う未製品である。剥片等が多量に出土していたため，石斧製作の段階を想
定し，第５８図のような段階毎に区分して掲載した。
　製作の段階は３段階に区分でき，区分した根拠については最終調整段階となる第３段階から粗割
整形段階となる第１段階の順に述べることにする。まず，第３段階は剥離面側に敲打による微調整
の痕が顕著に残り，刃部や基部の一部を磨いた素材が多く認められる点である。第２段階は側辺に
敲打による調整を施している素材も含め，主に剥離面側に剥離調整を施している素材が多く認めら
れる点である。第１段階は剥片を剥出後，粗い剥離を側辺に施し整形している素材が多く含まれて
いる点である。
　区分された石斧には重量平均５００ｇ以上・厚さ約４�以上の重厚感があるもの，扁平のもの，棒
状（ノミ状）のもの，長さが１０�未満の小型のものが存在する。
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　２７５～２８３は敲打調整及び研磨による最終調整段階と思われる石斧である。重厚感があるもの，扁
平のもの，小型のものがある。欠損品を含む。２７７は重厚感があり，灰色の良質な頁岩製刃部磨製
石斧である。粗割整形後，表裏及び側辺に敲打調整を行い，刃部から芯部にかけて縦方向が強い斜
位の研磨が施されている。平面形態は短冊形を呈し，刃縁は外弯気味の直刃である。刃部断面は膨
らみを持つ片刃と推測する。使用時の欠損により再加工したと思われる剥離調整が施されている。
樹木の伐採具としての要素を備えている。２８０はホルンフェルス製で刃部幅が狭い先細り状になっ
ており，刃部から基部にかけ研磨が施されている。刃部断面は膨らみを持つ片刃と推測する。石槍
の可能性も考えられる。２８３は扁平で基部の一部が欠損している。ホルンフェルス製である。刃部
は円刃で，厚みのない蛤刃を呈する。研磨は刃部を中心に表裏に施されているほか，一部側辺にま
で及んでいる。
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　２８４～２９９は側縁部の剥離整形及び敲打調整による段階と思われる石斧である。小型のもの，棒状
のもの，重厚感があるもの，扁平のものがある。欠損品を含む。２８４はホルンフェルス製で小型の
一群の中では最小である。長さが７．２�で扁平のものである。刃縁は直刃に近く，刃縁から左側辺
には僅かに敲打痕が観察される。２８７はホルンフェルス製で棒状を呈し，表裏及び側辺部分を剥離
により整形し，その後側辺部分に細かな剥離調整を施している。表面の基端及び右側辺部分には，
敲打による調整が施されている。
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　３００～３０５は粗割整形段階と思われる石斧である。扁平のもの，棒状のものがある。欠損品を含む。
３０４はホルンフェルス製で扁平のものである。出土した石斧の中では重量・長さ共に最大を誇る。
重量１，０００ｇ，長さ２６．６�。剥片を素材とし，基端から右側辺を中心に剥離により整形を施してい
る。
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　３０６は，砂岩製の厚みのある剥片を使用し，側辺部分から端部にかけて調整剥離が認められる。
縦刃形の礫器である。３０７は，風化が進んでいる砂岩製の礫器である。側辺部分の縦，横には調整
剥離が認められる。３０８は，厚みのあるホルンフェルス製の剥片を使用している。風化の進んでい
る剥離面が見られ，側辺部や端部には細かな調整剥離が認められる。
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　磨石，敲石，凹石は同一個体に磨面・敲打痕・窪みといった使用（加工）痕を重複して有する場
合が見られる。このため本報告書では磨石・敲石類として一括し，形状や使用痕に基づき以下の細
分を設けた。
①磨面のみを有するもの（第６４図３０９～第６５図３２５）
　３０９は安山岩製で平面形が楕円形を呈し，表裏及び周縁部に磨面をもつ。球状・扁平な礫を素材
にして剥離が生じているものもある。
②両面に磨面があり，側縁及び部分的に敲打痕が見られるもの（第６６図３２６～３２８）
　３２６は安山岩製で平面形が楕円形，断面形が餅状を呈し，表裏及び周縁部に磨面をもち，長軸の
一端もしくは側縁部に敲打痕が見られる。
③片面に磨面があり，側縁及び部分的に敲打痕が見られるもの（第６６図３２９～第６８図３３８～３４２）
　３３６は砂岩製，３３７は安山岩製で平坦面に磨面があり，側縁に著しい敲打痕が見られる。３４１は安
山岩製で卵状を呈し，長軸の一端もしくは両端に敲打痕が見られる。
④敲打痕のみを有するもの（第６８図３４３～３４５）
　　３４５は片側平坦面の中央に敲打による窪みが見られる。
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　３４７は，扁平で板状の石皿である。表裏面はほぼ平坦な面をもち，表面には顕著な磨痕が認めら
れる。また，表面中央から左側にかけて弱い敲打痕も認められる。石材は砂岩である。３５０は，表
面がほぼ平坦な面をもち面央部には弱い磨痕が認められる。石材は砂岩である。
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　３４８は，砂岩製の礫を使用し，側縁部は顕著な敲打痕が認められる。風化が著しく，一部欠損し
ている。３４９は，砂岩製でやや平坦な面をもち，表裏面や側縁部には弱い敲打痕が認められる。３４６
は，扁平で板状の砂岩を用いている。表裏面は，風化が進んでいるため磨痕や敲打痕が認められな
い。
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備考厚み（㎝）幅（㎝）長さ（㎝）重量（ｇ）出土レベル
（ｍ）出土層出土区石材器種注記№図№挿図№

０.３１.２３.９１.７１２２.７ⅣｂＧ－８砂岩石鏃７０２３１

４９

０.３１.０１.９０.６１２５.２ⅣＥ－８チャート石鏃１４４０２３２
鋸歯状０.４１.３２.１０.６１２４.１ⅢＦ－９黒曜石石鏃３６４２３３

０.２１.６１.７０.４１２１.８ⅢＧ－７黒曜石石鏃４３２３４
０.４１.２１.７０.６１２５.０ⅣＥ－９黒曜石石鏃１４７０２３５
０.８３.７３.８８.４１２２.２ⅣａＧ－７安山岩石匙１１０２３６

研磨痕あり１.２２.８６.６２０.２－－Ｆ－７ホルンフェルス石槍一括２３７
１.２２.９５.７２０.６－－Ｆ－７ホルンフェルス石槍一括２３８
１.０３.０８.２２０.６１２４.０ⅣＥ－７ホルンフェルス石槍１７７４２３９

５０
１.６３.４１０.７５２.３１２４.６ⅣＥ－７ホルンフェルス石槍１６９１２４０

擦痕あり１.１４.１７.９５３.９１２４.９ⅣＥ－７ホルンフェルス石槍１７３６２４１
５１

１.２５.３１２.１７６.４－ⅣＥ－７ホルンフェルス石槍一括２４２
２.１４.７１１.８９３.７１２４.３ⅣＥ－７ホルンフェルススクレイパー１７０１２４３

５２

２.０６.２８.０８１.３１２５.２ⅣＥ－７ホルンフェルススクレイパー１６２７２４４
１.６５.５６.４６４.１１２５.８ⅣＥ－７ホルンフェルススクレイパー１６８０２４５
１.３４.８５.５２５.５１２４.２ⅣＥ－７ホルンフェルススクレイパー１６９９２４６
１.２４.７７.４４４.６－－Ｅ－７ホルンフェルススクレイパー一括２４７
１.３３.８６.８４６.３１２５.６ⅣＥ－７ホルンフェルス加工痕剥片１６６６２４８
２.５４.６７.７１０８.４－－Ｆ－６ホルンフェルス加工痕剥片一括２４９

整形剥片１.１６.９３.３２３.０－ⅣＥ－７ホルンフェルス加工痕剥片一括２５０

５３
１.０３.７６.８２１.２－ⅣａＦ－７ホルンフェルス加工痕剥片一括２５１
１.９５.８９.９８４.５－－Ｆ－６ホルンフェルス加工痕剥片一括２５２

加工痕あり２.４８.１８.３１２８.１－表Ｅ－７ホルンフェルス剥片一括２５３
加工痕あり３.２８.７１１.３３２０.０－－Ｅ－７ホルンフェルス剥片一括２５４
加工痕あり１.９９.１８.６１５１.３－－Ｆ－６ホルンフェルス剥片一括２５５

５４
加工痕あり２.５８.０１０.２１６８.４１２４.２ⅣＥ－６ホルンフェルス剥片１６４５２５６
加工痕あり２.０７.２５.８７０.５１２４.７ⅣＥ－８ホルンフェルス剥片１１５４２５７
加工痕あり１.６４.６８.７５０.５１２４.５ⅣＥ－８ホルンフェルス剥片１４４６２５８
加工痕あり１.３６.１５.４２２.４１２５.３ⅣＥ－６ホルンフェルス剥片１６８６２５９
加工痕あり１.２７.０８.０５６.９－ⅣＥ－７ホルンフェルス剥片一括２６０

５５

加工痕あり１.１３.４６.３２４.９１２４.９ⅣＥ－８ホルンフェルス剥片１１５９２６１
二次加工痕あり２.０５.６７.８７４.５１２５.２ⅣＥ－９ホルンフェルス剥片１２４９２６２
加工痕あり１.３５.８９.２７５.０１２３.９ⅣＥ－７安山岩剥片１８０６２６３
微細剥離痕あり１.８５.４８.４５２.０－横転Ｄ－９ホルンフェルス剥片－２６４
使用痕有り１.９６.１７.４７１.１－－Ｄ－９砂岩剥片一括２６５
微細剥離痕あり１.４４.８８.４３８.２－－Ｅ－７ホルンフェルス剥片一括２６６

１.３１.７３.７６.８１２０.９ⅣｂＧ－６ホルンフェルス剥片１０２２６７
１.９６.５７.５８５.６－－Ｆ－９ホルンフェルス剥片一括２６８

５６ ０.９７.３４.６３７.５１２５.７ⅣＥ－６ホルンフェルス剥片１６３９２６９
１.２８.０６.１４６.８１２５.７ⅣＥ－７ホルンフェルス剥片１６０４２７０
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備考厚み（㎝）幅（㎝）長さ（㎝）重量（ｇ）出土レベル
（ｍ）出土層出土区石材器種注記№図№挿図№

製作中欠損２.６５.４７.６８７.７１２４.７ⅣＥ－７ホルンフェルス剥片１７６１２７１
５６ １.４５.２７.４６４.６－－Ｅ－７ホルンフェルス剥片一括２７２

基部のみ１.８５.７６.０７６.２－－Ｆ－６ホルンフェルス剥片一括２７３
１１.３１１.１１１.１７４２.０１２３.８ⅣＦ－６ホルンフェルス石核７７０２７４５７

刃部磨製１.５４.３８.５６９.７１２３.６ⅣｂＦ－８ホルンフェルス石斧６０５２７５

５９

基部のみ２.１４.２８.６９０.２－表－ホルンフェルス石斧－２７６
刃部磨製４.０６.５１４.６５６６.０１２５.５ⅣＥ－９頁岩石斧１２２３２７７
刃部磨製２.２５.１１０.７１８６.４１２５.６ⅣＥ－７ホルンフェルス石斧１６２４２７８
未製品３.７５.８１３.７３８５.０－ⅣＥ－７ホルンフェルス石斧一括２７９
基部のみ
（研磨痕あり）２.６４.３８.８９９.９１２５.２ⅤＥ－７ホルンフェルス石斧１７８１２８０

１.２４.０６.２３６.９－－Ｆ－７ホルンフェルス石斧一括２８１
刃部磨製１.８６.２７.７８９.６１２０.６Ⅳ１トレンチホルンフェルス石斧１３２８２
刃部磨製１.８６.０９.３１３５.７１２３.６ⅣａＦ－７ホルンフェルス石斧７５２２８３
小型１.４３.５７.２３８.８１２５.７ⅣＥ－７ホルンフェルス石斧１６１６２８４

６０

刃部のみ２.５５.５９.９１８２.７１２６.６ⅣＤ－７ホルンフェルス石斧１５９２２８５
未製品２.３３.８１０.１９２.９１２４.９ⅣＥ－７ホルンフェルス石斧１７８５２８６
未製品０.３４.７１２.２２７５.０　１２５.８６ⅣＥ－７ホルンフェルス石斧１６３３２８７
未製品２.８４.６１２.４１５７.６１２５.４ⅣＥ－７ホルンフェルス石斧１７２５２８８
未製品２.３４.０１２.４１５９.１－－Ｆ－６ホルンフェルス石斧一括２８９

４.０６.０１５.４４６０.０－－Ｄ－７ホルンフェルス石斧一括２９０
５.２６.７１５.８６１０.０１２５.９ⅣＥ－７ホルンフェルス石斧１５９７２９１

未製品３.０６.２１２.０２７５.０１２４.５ⅣＥ－８ホルンフェルス石斧１３８１２９２

６１

基部のみ２.６７.７１２.３２７２.０－－Ｅ－８ホルンフェルス石斧－２９３
刃部磨製１.３５.１６.３５４.２－ⅣａＦ－９ホルンフェルス石斧－２９４
基部のみ３.０５.４７.８１２４.６１２５.１ⅤＥ－７ホルンフェルス石斧１８０４２９５
基部のみ４.６６.９９.８４５０.０１２５.１ⅣＥ－７ホルンフェルス石斧１７４５２９６
基部のみ３.８５.１１１.２２８８.０１２４.９ⅣＥ－７ホルンフェルス石斧１７０８２９７
基部のみ３.５８.７１０.９３５８.０－－Ｅ－６ホルンフェルス石斧一括２９８
基部のみ３.０５.８５.６９４.９－－Ｅ－６ホルンフェルス石斧一括２９９

１.７５.４８.９１１１.０－－Ｆ－６ホルンフェルス石斧一括３００

６２

未製品２.１７.５１２.１２５８.０１２５.４ⅣＥ－６ホルンフェルス石斧１６５０３０１
基部のみ２.２６.３１１.３１８７.６１２５.０ⅣＥ－７ホルンフェルス石斧１７８６３０２
基部のみ２.２５.９９.３１３１.７１２４.２ⅣＥ－８ホルンフェルス石斧１３０１３０３

３.０７.９２６.６１０００.０１２５.０ⅣＥ－７ホルンフェルス石斧１７６６３０４
未製品３.０４.０１２.３２５０.０１２５.６ⅣＥ－６ホルンフェルス石斧１６３６３０５

５.０１１.８１８.０７２１.０－Ⅳｂトレンチ内砂岩礫器－３０６
６３ ３.３１４.５１６.７７３９.０１２５.８ⅣＤ－８砂岩礫器１０６１３０７

６.６７.７１３.１７８０.０－－Ｆ－６ホルンフェルス礫器一括３０８
５.０５.３５.８１９９.５１２５.３ⅣＥ－９安山岩磨石１４８４３０９

６４
５.６５.７６.８３０５.０－－Ｆ－８・９安山岩磨石一括３１０



－１０３－
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備考厚み（㎝）幅（㎝）長さ（㎝）重量（ｇ）出土レベル
（ｍ）出土層出土区石材器種注記№図№挿図№

４.９６.５６.８３１５.０－－Ｆ－６安山岩磨石一括３１１

６４

５.０６.１７.１２８６.０－－Ｃ－７安山岩磨石－３１２
４.６５.５５.９２０１.５－－Ｆ－９安山岩磨石一括３１３
３.９５.０５.９１４８.０１２０.６－集石３安山岩磨石８３１４
５.２６.２７.９３７２.０－－Ｄ－８安山岩磨石一括３１５
５.２６.５７.８３８０.０－ⅢＥ－８安山岩磨石一括３１６
４.７７.８８.９４５８.０－－Ｆ－８・９安山岩磨石一括３１７

６５

３.０４.５７.６１５５.４１２５.２ⅣＥ－８砂岩磨石１１６０３１８
２.４５.６６.８１２６.５１２５.１ⅣＥ－８安山岩磨石１５６４３１９
２.０４.４５.３６４.３－－Ｆ－６安山岩磨石一括３２０
４.４５.２６.５２０３.８－－Ｆ－９安山岩磨石一括３２１
５.９５.８６.６３７０.０１２５.２ⅣＥ－９安山岩磨・敲石１５４３３２２
３.５４.８５.６１２８.６１２１.３ⅤＧ－７砂岩磨・敲石２８２３２３
５.０５.３５.５１９８.７１２２.２ⅣｂＦ－６安山岩磨・敲石７８０３２４
４.５６.２６.８２５２.０１２４.２ⅣＥ－７安山岩磨・敲石１７１９３２５
５.３１１.０１５.４１４１０.０１２５.３ⅣＥ－６安山岩磨・敲石１６３５３２６

６６
３.７９.２１０.８４８５.０１２５.４ⅣＥ－７砂岩磨・敲石１６１８３２７
６.２１１.３１３.０１３５０.０－Ⅳ４トレンチ花崗岩磨・敲石－３２８
６.０７.７８.５５６０.０－－Ｆ－７安山岩磨・敲石一括３２９
６.２９.４１０.３８６０.０１２０.５Ⅳ１トレンチ安山岩磨・敲石７３３０
５.３７.４１０.１５８０.０１２２.９ⅣｂＦ－８安山岩磨・敲石６４５３３１

６７

４.３７.１９.７４５９.０１２５.７ⅣＥ－７安山岩磨・敲石１６０６３３２
６.１６.６６.８３９８.０１２３.６ⅣＦ－８安山岩磨・敲石７９０３３３
５.６６.２７.４３４５.０１２５.７ⅣＥ－７安山岩磨・敲石１６０５３３４
５.８５.８８.２４１０.０１２６.４ⅣＤ－９安山岩磨・敲石１０８５３３５
３.３７.０８.１２４９.０－－Ｄ－７砂岩磨・敲石一括３３６
４.９７.７１１.０５０２.０１２６.６ⅣＤ－８安山岩磨・敲石１０７０３３７
１０.０９.９１１.２８１２.０－－Ｇ－６安山岩磨・敲石一括３３８

６８

５.０５.０７.０１４５.１－－Ｄ－８安山岩磨・敲石一括３３９
５.７５.６８.１１８５.３１２２.０Ⅳ４トレンチ安山岩磨・敲石１３８３４０
３.４３.６４.９６６.１１２２.４ⅣｂＦ－７安山岩磨・敲石７５０３４１
３.３４.５６.９１１３.４－－Ｆ－９砂岩磨・敲石一括３４２
７.１７.９８.３６１０.０－－Ｆ－９安山岩敲石一括３４３
５.２５.２５.７２５９.０１２５.９ⅣＤ－８安山岩敲石１０６０３４４
４.３６.９８.９３６０.０１２５.５ⅣＥ－７砂岩敲石１６１９３４５
３.７２１.０２８.０２２００.０１２０.９ⅢＧ－６砂岩台石１６５３４６

６９
０.７２８.０３４.６７９００.０１２５.７ⅣＥ－７砂岩石皿１６２６３４７
６.１１０.１１１.０９３０.０１２０.６Ⅳ１トレンチ砂岩台石２３４８

７０ ３.６９.０１３.２７４０.０１２５.２ⅣＥ－９砂岩台石１４６９３４９
３.３１２.２１２.９８８５.０１２５.８ⅣＥ－７砂岩石皿１６００３５０



－１０４－
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　遺物は調査区の南側周辺部から出土し，古墳時代の遺物２点，古代の遺物２点と判明した。それ
らに伴う遺構は検出されず，遺物包含層自体も確認されなかった。
　３５１は古墳時代の土師器（甕）の脚部の一部で，底面が接地面とほぼ平行になっている。端部の
外面はやや外弯し，底面にかけて窄まる。内面もやや外弯し，底面の近いところで段を有する。内
外面に一部ススが付着し，工具で横位の丁寧なナデ調整が施されている。３５２は古墳時代の成川式
土器（甕）の脚部の一部である。脚部外面は外反しながら開き，端部は平坦であると思われる。脚
部内面は天井部がほぼ平坦で，底部との接合部には指で押圧されたと思われる痕跡が残っている。
底部と脚部の外面は横位のナデ調整が施され，底部内面はナデ調整で深部はヘラの先端部で押圧さ
れたと思われる痕跡が残っている。３５３は古代の土師器（甕）の口縁部の一部である。口唇部は外
反し，内外面はナデ調整が施されている。口縁部外面の屈曲部の下には長さ約５�，幅約１�の斜
位（左下がり）の刺突が施されている。３５４も古代の土師器（甕）の口縁部の一部と思われる。口
唇部は外反し，内面には横・斜位の粗いケズリが施されている。外面は風化が進んでいるためか調
整が不明である。胎土といい違和感のある遺物である。
　遺物包含層自体もなく，以上の遺物は流れ込みの可能性がある。
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備考文様
色調

遺存状態
調整

胎土部位類出土レベル
（ｍ）出土層出土区注記№図№挿図№

内面外面内面外面

古墳－褐にぶい黄橙１�８ナデナデ長石・輝石・石英脚その他１２２.０４５ⅢＧ－７４８３５１

７１
古墳・成川式－灰黄褐にぶい橙－ナデナデ石英・輝石・長石・角閃石脚その他－－Ｄ－８－３５２

古代・土師器（甕）刺突文にぶい褐にぶい橙１�８ナデナデ石英・長石・角閃石・輝石口縁部その他１２３.４０１ⅣａＦ－８６４９３５３

古代・土師器（甕）－浅黄橙浅黄橙－ナデナデ長石口縁部その他－表土Ｇ－９－３５４
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　「大田城跡」の遺跡名をもつ本遺跡は，調査前から地元の郷土史研究者の熱心且つ積極的な研究
により，中世の山城である一宇治城の堡塁としての役割を担っていたとの見方がなされてきた（浜
田・貴島１９７３）。この一宇治城は，島津貴久がフランシスコ・ザビエルと会談した城として知られ
ている。
　そこで，確認調査・本調査では中世山城の可能性を視野に持ちながら調査を行ったが，本丸や堀
の跡と推定される部分からは山城の存在を示す遺構は検出されず，遺物も出土しなかった。
　しかし，下層からは旧石器時代の遺物が出土した。また，縄文時代早期の遺構を検出し，遺物も
出土した。本来ならば，遺跡名の変更となるが，遺跡の残存範囲図で示したとおり調査区域外での
中世山城の存在は否定できず，また周辺遺跡の実情等も考慮した結果，本報告書では遺跡名の変更
は行わないこととした。
　ここでは，Ⅰ類土器・Ⅱ類土器の特徴や石斧から見える本遺跡の特徴なども含みながら，旧石器
時代・縄文時代早期の調査成果及び課題を若干の考察も付記して述べることにする。
�������

　Ⅶ・Ⅷ層を中心に遺物が出土しており，平面分布状況から３ないし４か所のブロックが区分され
る可能性がある。ブロックはＦ－７区及びＦ・Ｇ－７・８区の境付近で，調査区域の南側，緩傾斜地
になっている位置で検出されている。２０ｍ×２０ｍの範囲内に集中している。
　出土器種には図示したナイフ形石器，台形石器，三稜尖頭器，スクレイパー，彫器，石核，磨
石・敲石類のほか，石器製作に伴う剥片，砕片類など総計４６９点が出土している。石器器種組成及
び台形石器・三稜尖頭器の形態的特徴などからみて，ほぼナイフ形石器文化期後半期中葉の一時期
に概括されるものと判断している。
　剥片石器類及び石核の石材には黒曜石，安山岩が，磨石・敲石類では砂岩・ホルンフェルス及び
多孔質の安山岩が用いられている。このうち黒曜石については理化学的分析をおこなっていないが，
外観的特徴から，上牛鼻・平木場系に類似する風化面が赤褐色を帯びた黒色を呈する不純物を含む
漆黒色の黒曜石，三船産黒曜石に類似する白色の不純物を多く含み，濁白色透明の部分がある黒色
半透明の黒曜石，淀姫系の原産地資料に類似する青灰色不透明で白色の不純物を含む黒曜石の三種
に区分される。図示しなかった剥片・砕片類については個別の細分類はおこなっていないが，概括
的には，上牛鼻・平木場系に類似する黒曜石が主体を占め，これに次いで三船産類似の黒曜石，次
いで淀姫系類似の黒曜石が一定量組成する石材構成となっている。
��������

　Ⅳ層から遺構としては集石３基，土坑２基が検出されている。集石については，３号集石の周辺
からⅠ類土器の底部片とⅡ類土器の口縁部片が出土している。
　遺物としては，土器が小さな土器片も含め２，２２５点出土しており，Ⅰ類土器・Ⅱ類土器が主体を
成している。何れの土器も岩本式土器から前平式土器への移行期に位置づけられる土器である。石
器は石鏃，石匙，石槍，石斧，磨石・敲石のほか，砕片類を含めると２９８点出土している。
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　鹿児島県では，平成１４年度までに重複する遺跡も数に含むと３７遺跡から岩本式土器が出土し，９１
遺跡から前平式土器が出土している（黒川２００２）。
　本遺跡の出土土器は貝殻文円筒形土器が中心である。これまでの各研究者の型式概念についての
論考や研究史を踏まえて，Ⅰ類として分類した岩本式土器（長野１９８４，新東１９８９）は，南九州の貝
殻文系土器の中では水迫式土器（下山・鎌田１９９９）に次いで古い土器とされる。また，Ⅱ類として
分類した前平式土器（河口１９５５）は岩本式土器に次いで古い土器とされる。つまり，本遺跡の出土
土器は，縄文時代早期初頭から前葉の土器群の文化変遷を考えることができる資料の一つと考える。
�������

　Ⅰ類に分類した土器は，口縁部から底部までほぼ直線の円筒形で底部は平底を成している。口唇
部内面に段を有し，口唇端部には刻みが施され連続する小波状を呈する。口縁部上端には貝殻もし
くはヘラ・櫛状と思われる工具で斜位の刺突文，横位の刺突線文，爪形状の刺突文を連続して施し
ている。口縁部から底部にかけての外面は，横方向に丁寧なナデ調整が施されている。非常に細か
い横方向のハケ目が観察されるものもある。底部接地面はナデ整形が行われている。
　胎土内に含まれる鉱物は石英，長石，輝石，角閃石である。２点のみだが，長さ１�程度の金色
の雲母を含むものもあり，外面よりも内面にきらきらと輝く特徴が見られる。鹿児島県立埋蔵文化
財センター第三調査係の調査（県内外河川の鉱物・岩片調査）では，金色の雲母が多く含まれる河
川地域は，大隅半島南部・屋久島・甑島・薩摩半島北部に位置する紫尾山系の一部である（縄文の
森から２００５）と指摘し，本遺跡から出土した金色の雲母を含む土器片は，土器もしくは材料が持ち
込まれた可能性があると推測する。
〔細分類〕
Ⅰａ類・・・口縁部上端は貝殻もしくはヘラ・櫛等による縦・斜位の連続する刺突文を施し，口唇

端部は小波状を呈する。器面は，ナデ調整もしくは細かい条痕調整で極めて丁寧な調
整を施している。口縁部の内面は段を有する。出土比率約２０％

Ⅰｂ類・・・口縁部上端は貝殻もしくはヘラ・櫛等による縦・斜位の連続する刺突文を施し，口唇
端部は小波状を呈する。器面は，木口状もしくは繊維状の工具によると思われる調整
や貝殻条痕調整が施されている。口縁部の内面は浅い段を有する。出土比率約２１％

�������

　Ⅱ類に分類した土器も口縁部から底部までほぼ直線の円筒形で底部は平底を成している。口唇端
部は平坦な面を呈する。貝殻もしくはヘラ・櫛状と思われる工具で縦位・横位の連続する刺突文を
口唇端部及び口縁部上端に施している。下位には横位・斜位の若干粗い貝殻条痕文が底部まで施さ
れている。底部接地面はナデ調整や貝殻条痕調整が施されている。
　胎土内に含まれる鉱物は，Ⅰ類土器にも観察された石英，長石，輝石，角閃石である。
〔細分類〕
Ⅱａ類・・・口唇端部と口縁部上端にそれぞれ一回ずつ，貝殻もしくはヘラ・櫛による縦・斜位の

連続する刺突文を施し，口唇端部は平坦な面を呈する。口縁部の内面は段の痕跡を
もっている。出土比率約１９％

Ⅱｂ類・・・口唇端部と口縁部上端にそれぞれ一回ずつ，貝殻もしくはヘラ・櫛による縦・斜位の
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連続する刺突文を施し，口唇端部は平坦な面を呈する。口縁部の内面は段を有しない。
出土比率約１２％

Ⅱｃ類・・・口縁部上端に貝殻もしくはヘラ・櫛による一列の縦・斜位の連続する刺突文を施し，
口唇端部は平坦な面を呈する。口縁部の内面は段を有しない。出土比率約２８％

��������・・・Ⅰ類土器とⅡ類土器の出土比率は４１：５９でⅡ類土器が多い。

※本文中の分類模式図を簡略化

����������	
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　本遺跡では，石槍及び石斧が出土しているが，特徴としては，ほとんどが未製品である。また，
それらの製作に生じたと思われる剥片・砕片類も出土している。そのため，本報告では製作場とし
ての可能性や製作過程などを考え，第５８図のような製作段階の区分を行った結果，小畑弘己が指摘
しているように３段階の製作過程となった（小畑２００４）。
〔第１段階〕・・・粗割整形段階
〔第２段階〕・・・側縁部の剥離整形及び敲打調整による段階
〔第３段階〕・・・敲打調整及び研磨による最終調整段階（再加工段階）
　各段階に区分された石斧及び石斧未製品の形態的特徴を述べると，第１段階は扁平のものと棒状
（ノミ状）のものが存在する。第２段階は重量平均５００ｇ以上で厚さ約４�以上の重厚感があるも
の，扁平のもの，長さが１０�未満の小型のもの，棒状（ノミ状）のものが存在する。第３段階は重
量平均５００ｇ以上で厚さ約４�以上の重厚感があるもの，扁平のもの，長さが１０�未満の小型のも
のが存在する。これらは，北側に位置するＤ・Ｅ－６・７区周辺に若干まとまって出土している。
　この他の石器として，磨石・敲石類は遺跡全体に分散しており，石皿や台石は２点がＤ・Ｅ－
６・７区周辺に，残りは分散しているのが出土分布から見られる。
　石斧及び石斧未製品の石材は，灰色の良質な頁岩が１点，残り全てはホルンフェルスが利用され
ている。これを石材利用の観点から考えると県内産の石材を主として利用している傾向が強いと考
える（小畑２００４，星野・國師２００４）。薩摩半島の頁岩・砂岩等の産出地帯と知られている紫尾山周
辺から本遺跡までの直線距離は約２５～３０�あり，半島中・南部域の産出地帯とは近接した距離であ
る。また，磨石・敲石類，石皿，台石などの礫石器の石材には主に安山岩・砂岩が利用されており，
安山岩の産出地帯との直線距離は約５～１０�である。

Ⅱ類土器：前平式土器Ⅰ類土器：岩本式土器分類

Ⅱｃ類Ⅱｂ類Ⅱａ類Ⅰｂ類Ⅰａ類細分

模式図

��������	�
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　本遺跡で使用されている石器（図化した１５１点）の石材は，ホルンフェルス，安山岩，黒曜石，
砂岩，頁岩，チャートである。いずれの石材も出土量に差はあるものの薩摩半島で用いられている
石材と考えている。石材重量の統計は，図化した１５１点と図化できなかった不定形石器と判断した
分の合計である。しかし，遺物取り上げの際に不定形石器として判断されなかったものがあるので，
全体におけるパーセンテージは必ずしも遺跡が本来保有するものと限らないが，傾向としては示さ
れると考える。
��

　中～粗粒砂岩が多い。風化したと思われる灰黄色のものから，にぶい黄色をしているものが多い。
石皿，台石，磨石，敲石などの加工具に利用されている。本遺跡でもっとも重量がある石材である。
総重量は３３９４５．８ｇで，全体の４４．６％を占める。
�������

　表面は灰オリーブ色したものが多く，一部風化したと思われるシルト化したものが見られる。石
槍，スクレイパー，石斧などの剥片石器に利用されている。定型石器の石材として，主に利用され
ている。総重量は２１５０７．６ｇで，全体の２８．３％を占める。
��

　灰色で石斧として利用されている。その他の石器には利用されていない。総重量は，１６１８．９ｇで，
全体の２．１％を占める。
���

　ホルンフェルス同様，定型石器の石材として利用されている割合が高い。輝石安山岩が多い。主
に磨石，敲石に利用されている。総重量は１７７７２．３ｇで全体の２３．４％を占める。
���

　ナイフ，石鏃，石核などに利用されている。肉眼観察ではあるが，三船産，淀姫産，上牛鼻産，
平木場産などの黒曜石が用いられている。総重量は１２１７．２ｇで全体の１．６％を占める。
����

　灰白色の石鏃１点のみが利用されている。総重量０．６ｇで全体の０．００８％を占める。
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〔論文・研究史・その他〕

河口貞徳１９５５「鹿児島県における貝殻条痕文土器について」『鹿児島県考古学紀要第４号』

浜田盛秀・貴島清蔵１９７３『大田城の発見』大田城顕彰保存会

長野眞一１９７８「まとめ」『岩本遺跡』指宿市教育委員会

長野眞一１９８４「まとめ」『上祓川遺跡群』鹿屋市教育委員会

中村直子１９８７「成川式土器再考」『鹿大考古第６号』鹿児島大学法文学部考古学研究室

新東晃一１９８８「南九州の円筒土器と角筒土器－前平式土器と吉田式土器の型式概念をめぐる諸問題－」『鎌木義昌

先生古希記念論文集　考古学と関連科学』

宮田栄二１９９１「鎌形剥片石器－南九州縄文早期の特殊な石器－」『南九州縄文通信№４』南九州縄文研究会

水ノ江和同１９９８「九州における押型文土器の地域性」『九州の押型文土器－論攷編－』九州縄文研究会

横手浩二郎１９９８「手向山式土器の細分と編年試案」『九州の押型文土器－論攷編－』九州縄文研究会

下山覚・鎌田洋昭１９９９「水迫式土器の設定」『ドキどき縄文さきがけ展』指宿市教育委員会

桑波田武志２００１「岩本式土器から前平式土器へ－移行期の土器に注目して－」『鹿児島考古第３５号』鹿児島県考古

学会

黒川忠広２００２『南九州貝殻文系土器１～鹿児島県～』南九州縄文研究会

小畑弘己２００４『磨製石器と植物利用－南九州地方における縄文時代草創期～早期前半の石器生産構造の再検討－文

学部論叢第８２号』熊本大学文学部

星野一彦・國師洋之２００４「鹿児島県内における縄文時代の磨製石斧と石材」『縄文時代における各地の石斧生産と

石材利用』石器原産地研究会

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００５「土器胎土の鉱物を求めて－土器製作地推定のための基礎的研究－」『研究紀

要縄文の森から』鹿児島県立埋蔵文化財センター

〔報告書〕

指宿市教育委員会１９７８『岩本遺跡』指宿市埋蔵文化財発掘調査報告書

鹿児島県教育委員会１９８１『中尾田遺跡』鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書（１５）

鹿屋市教育委員会１９８４『上祓川遺跡群』鹿屋市埋蔵文化財調査報告書Ⅰ

鹿児島県教育委員会１９９２『西丸尾遺跡』鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書（６４）

鹿児島県立埋蔵文化財センター１９９３『榎崎Ｂ遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（４）

鹿児島県立埋蔵文化財センター１９９６『小牧３Ａ遺跡・岩本遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１５）

鹿児島県立埋蔵文化財センター１９９６『一湊松山遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１９）

鹿児島県立埋蔵文化財センター１９９７『神野牧遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（２０）
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鹿児島県立埋蔵文化財センター２００１『上野原遺跡（第１０地点）』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（２８）

田代町教育委員会２００１『ホケノ頭遺跡』田代町埋蔵文化財発掘調査報告書（４）

指宿市教育委員会２００１『水迫遺跡』指宿市埋蔵文化財発掘調査報告書（３４）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００２『小倉畑遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（３４）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００４『桐木遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（７５）
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あ　と　が　き

　遺跡の東側に 城 
じょう

 山 と呼ばれる標高１４０ｍの一宇治城がある。
やま

　一宇治城は，県内では最も古い城跡のひとつで，平安時代末に紀氏により築城されたと

推定されている。その後，天文１４年（１５４５）に島津貴久は本城を三州守護職の居城と定め，

天文１９年に鹿児島の内城に移るまで，薩隅平定の本拠とした。貴久は，本城でフランシス

コ・ザビエルと会談し，布教を許したと伝えられている。

　そのような環境の中，一宇治城にほど近いこの地は，所在地が伊集院町大田字城山迫で

大田城跡と呼ばれている地であった。古代から中世にかけての本格的な城館の調査と奮い

立って発掘調査を行ったわけであるが，調査結果は意外なものであった。中世以降の成果

品はなく，旧石器時代・縄文時代早期の遺構・遺物が多く発見された。特に縄文時代早期

の岩本式土器・前平式土器は南九州の縄文文化発生期を語るになくてはならぬ遺跡となっ

た。石器では，石斧の製作過程がわかる資料が豊富に出土し，石槍と共に重要な問題点を

提供できた。

　『苦難を自分の宿命として諦めるのではなく，自分の人生は自分で切り拓くのである』

報告書作成にあたっては，この言葉を信じ，幾重にも励まされながら，こうして刊行を迎

えることができた。

　万全を期したが，必ずしも十分とはいえない。今後，検討を要するものが多いと思うが，

機会を見て不備を修正し，その責務を全うしたい。

　調査に当たり，便宜を図ってくださった伊集院町教育委員会，発掘作業員としてご協力

いただいた地元の方々，整理作業に従事していただいた鹿児島県立埋蔵文化財センター臨

時職員の方々に心より感謝申し上げます。




